
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
一
そ
の
二
）

（
完
）

建
　
林

正
　
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
し
　
が
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
バ
ラ
ン
ス
対
ア
ン
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
争
の
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
Ａ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
Ｍ
・
フ
ラ
ソ
ケ
ル
の
ア
ン
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
間
題
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
前
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
　
再
生
産
論
と
成
長
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
　
不
均
等
発
展
に
お
け
る
基
本
的
経
済
法
則
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）
　
不
均
等
発
展
の
法
則
確
立
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
す
び
に
代
え
て
　
　
　
　
（
以
上
本
号
）

　
　
　
（
皿
）
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展

　
　
　
　
　
　
（
四
）
　
再
生
産
論
と
成
長
理
論

　
↓
　
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
バ
ラ
ソ
ス
成
長
に
し
ろ
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
に
し
ろ
、
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
成
長
政

　
（
策
が
世
界
的
風
潮
と
し
て
、
と
り
わ
げ
後
進
諸
国
の
開
発
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
事
実
を
率
直
に
認
め
る
。
そ
う
だ
と
す
れ

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
七
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
（
七
六
〇
）

ぼ
、
か
よ
う
な
傾
向
を
い
か
に
評
価
し
、
そ
の
論
理
的
根
拠
を
い
か
に
説
明
す
る
か
が
経
済
学
に
課
せ
ら
れ
た
宿
題
で
あ
る
こ
と
は

疑
う
余
地
が
な
い
。

　
こ
こ
で
近
代
成
長
理
論
は
独
占
資
本
の
弁
護
論
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
関
知
し
な
い
似
而
非
な
科
学
だ
と
決
め
っ
げ
て
し

ま
う
の
も
、
た
し
か
に
一
っ
の
立
場
で
は
あ
ろ
う
。
わ
た
く
し
は
か
よ
う
な
立
場
が
問
違
い
だ
と
は
云
わ
な
い
。
科
学
も
ま
た
階
級

性
を
も
っ
て
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
潤
階
級
性
を
装
う
こ
と
は
疑
い
も
な
く
一
っ
の
階
級
的
立
場
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
わ
た
く
し

が
云
い
た
い
の
は
、
近
代
成
長
理
論
が
問
題
に
し
て
い
る
現
実
を
マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
い
か
に
説
明
し
、
ま
た
説
明
す
べ
き
で
あ
る

か
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
が
自
ら
対
決
の
土
俵
を
飛
び
出
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
正
面
か
ら
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
ま
た
・

そ
の
内
容
を
豊
か
に
し
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ぼ
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
が
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
の
よ
う
な
形
で
提
起
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
問
題
を
殆
ん
ど
な
ん
ら
の
抵
抗
な
し
に

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
、
投
資
財
部
門
の
優
先
的
発
展
と
い

う
意
味
で
の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
な
ら
ぼ
周
知
の
よ
う
に
す
で
に
一
八
九
三
年
、
レ
ー
ニ
ソ
に
よ
っ
て
論
文
『
い
わ
ゆ
る
市
場
閉

題
に
っ
い
て
』
の
中
で
論
証
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ソ
が
蓄
積
の
歴
史
的
法
川
と
し
て
示
し
た
投
資
財
都
門
の
優
先
的

発
展
は
、
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
（
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
成
長
論
者
）
に
と
っ
て
は
、
成
長
率
を
ひ
き
あ
げ
る
た
め
に
掲
げ
ら
れ

る
政
策
の
目
標
で
あ
る
。
　
こ
れ
が
果
し
て
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
文
献
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
反
映
」
　
（
レ
ー
ニ
ソ
）
で
あ
る
か
ど
う

か
は
確
か
め
る
術
も
な
い
が
、
い
ち
お
う
令
法
則
的
な
目
標
設
定
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
さ
に
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
が
到
達
し

た
と
こ
ろ
か
ら
出
発
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
投
資
財
郁
門
の
優
先
的
発
展
政
策
は
成
長
率
を
高
め
る
と
フ
ラ
ソ

ヶ
ル
は
い
う
が
、
し
か
し
成
長
率
室
。
ｎ
め
る
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
成
長
率
の
決



定
要
因
が
何
で
あ
る
か
を
検
出
し
、
不
均
等
発
展
の
機
構
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
↓
　
い
ま
そ
の
た
め
に
、
レ
ー
ニ
ソ
が
つ
く
っ
た
技
術
的
進
歩
を
伴
う
再
生
産
表
式
を
借
用
し
よ
う
。
但
ｐ
は
生
産
額
、

　
（
本
的
消
費
、
Ｓ
は
貯
蓄
、
記
号
」
は
追
加
分
、
１
２
は
部
門
例
を
示
す
。

第
一
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
勾
　
止
ハ
　
　
八
口

　
（
　
　
１
［
　
　
　
　
玄
小

Ｈ
　
卜
ｏ
◎
◎
Ｏ
－
十
－
◎
◎
ｏ
ぺ
－
十
ピ
◎
ｏ
◎
ミ
ー
１
１
９
◎
◎
◎
、
－

］
Ｈ
　
ピ
閉
◎
◎
Ｏ
心
十
べ
切
◎
ぺ
旧
十
べ
蜆
◎
ミ
～
１
Ｉ
ｏ
◎
－
◎
◎
◎
、
Ｍ

　
岬
需
　
　
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
■
■
－
：
：
：
毫
９
：
１
…

Ｈ
…
◎
Ｐ
上
；
；
・
§
お
丁
岩
・
Ｐ
・
肩
ミ
〒
９
０
８
）

自
縢
◎
固
十
嚢
５
＋
§
あ
十
肩
昌
一
十
竃
５
ム
ｏ
毫
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
－
岬
◎
船
、

　
○
　
部
門
問
の
均
衡
条
件

　
　
二
◎
◎
メ
十
§
お
十
尋
…
１
ー
二
〇
◎
Ｐ
圭
◎
ｏ
」
Ｐ

　
側
　
貯
蓄
投
資
の
均
等

　
　
８
８
一
１
－
ら
◎
」
Ｐ
＋
Ｈ
◎
ｏ
」
５

　
　
Ｈ
蜆
◎
吻
旧
１
Ｉ
Ｈ
◎
◎
」
Ｏ
心
十
蜆
◎
」
ぺ
～

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
街
発
展
（
二
）
（
建
林
）

六
三
　
（
七
六
一
）

Ｋ
は
基



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
十
四
巻
．
第
六
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
一
七
六
二
一

第
一
一
年
度

　
回
供
　
　
給

Ｈ
卜
§
Ｐ
＋
二
〇
◎
５
＋
二
８
芦
１
１
ま
◎
員

Ｈ
一
二
〇
〇
Ｐ
吉
○
ｏ
３
＋
・
。
ｏ
◎
き
１
１
。
。
』
◎
◎
加

　
向
需
　
　
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
…
蜆
ｏ
○
夕
：
１
．

Ｈ
£
ｏ
Ｏ
Ｐ
＋
二
◎
；
・
８
薫
・
三
竃
固
之
隻
Ｐ
・
肩
厚
丁
ま
◎
◎
）

自
二
◎
○
Ｐ
玄
◎
；
十
８
景
よ
ｏ
」
あ
十
ほ
◎
優
ま
◎
」
５
↓
心
◎
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
心
～
◎
吻
ポ
、
…

　
○
　
部
門
問
の
均
衡
条
件

　
　
二
〇
；
十
８
ヌ
十
而
◎
呉
十
一
一
◎
ミ
一
丁
二
◎
◎
Ｐ
上
§
ド
一
一

　
側
　
貯
蓄
投
資
の
均
等

　
　
蜆
蜆
ｏ
の
－
１
１
｛
ト
◎
」
Ｏ
－
十
－
Ｈ
◎
」
ぺ
－

　
　
心
ト
◎
吻
Ｎ
ｌ
Ｉ
Ｈ
ｏ
◎
」
Ｏ
心
十
〇
◎
◎
」
ぺ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

右
の
表
式
で
実
線
角
枠
は
単
純
再
生
産
の
、
点
線
角
枠
は
蓄
積
部
分
の
均
衡
条
件
に
関
係
あ
る
価
値
都
分
で
あ
る
・

こ
の
表
式
は
円
滑
な
蓄
積
進
行
の
二
っ
の
条
件
を
み
た
す
よ
う
に
っ
く
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
生
産
財
及
び
消
費
財



の
各
々
に
つ
い
て
需
給
が
相
等
し
い
、
或
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
各
部
門
で
貯
蓄
と
投
資
が
相
等
し
い
と
い
う
条
件
。
第
二
に
・
生
産

財
部
門
の
追
加
消
費
が
消
費
部
門
の
純
投
資
に
ひ
と
し
い
（
す
な
わ
ち
消
費
が
単
純
再
生
産
で
あ
れ
、
拡
大
再
生
産
で
あ
れ
、
再
生
産
の
本
質

的
契
機
を
た
す
）
と
い
う
条
件
。
　
以
上
二
っ
の
条
件
に
基
い
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
レ
ー
ニ
ソ
は
「
こ
の
表
式
か
ら
の
帰
結

と
し
て
」
　
「
生
産
手
段
の
生
産
が
も
っ
と
も
急
速
に
増
大
し
、
そ
れ
に
っ
い
で
消
費
手
段
の
た
め
の
生
産
手
段
の
生
産
が
増
大
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

消
費
手
段
の
生
産
は
も
っ
と
も
緩
漫
に
増
大
す
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ヨ
　
さ
て
右
の
よ
う
な
「
表
式
か
ら
の
帰
結
」
を
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
の
成
長
モ
デ
ル
と
比
較
す
る
た
め
に
、
成
長
率
で
表
示
し
て
み
よ

　
（
う
。
そ
の
ぼ
あ
い
議
論
を
一
般
化
す
る
た
め
に
、
特
殊
な
数
値
を
棄
て
代
数
記
号
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
フ
ロ
ー
と
し
て
の
不
変
資
本
と
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
不
変
資
本
と
を
区
別
し
よ
う
。
も
し
も
固
定
資
本
の
寿
命
を
一
年
と
仮

定
す
れ
ぼ
、
両
者
は
一
致
す
る
。
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
行
な
っ
た
単
純
化
で
あ
り
、
前
記
レ
ー
ニ
ソ
の
表
式
で
も
と
ら
れ
た
仮
定
で

あ
る
。
し
か
し
一
般
化
の
た
め
に
は
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ツ
ク
の
両
者
を
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
か
っ
て
Ｕ
．
グ
ル
ー
バ
ー
は
か
よ
う
な
立
場
か
ら
不
変
資
本
の
成
長
率
を
問
題
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
い
ま
不
変

資
本
ス
ト
ッ
ク
を
Ｃ
、
剰
余
価
借
の
う
ち
か
ら
投
資
さ
れ
る
不
変
資
本
増
分
を
伽
と
す
れ
ぼ
、
不
変
資
本
ス
ト
ツ
ク
の
成
長
率
は

舳
一
Ｃ
と
な
り
、
毎
期
の
成
長
率
を
一
定
と
す
れ
ぼ

・
、
。
・
一
、
・
い
、
一
、

は
不
変
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
成
長
経
路
を
与
え
る
。

こ
れ
に
対
し
フ
一
－
と
し
て
の
不
変
資
本
は
、
も
し
皐
変
資
本
ス
ト
ツ
ク
の
回
転
数
筈
一
定
と
す
れ
は
、
毎
期
ポ
ミ
。
づ
っ

不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
醍
（
二
）

（
建
林
）

六
五
　
（
七
六
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）

ふ
え
る
か
ら
、
そ
の
増
加
率
を
一
定
と
す
れ
ぼ
、

≠
期
に
は

六
六
　
（
七
六
四
）

　
　
　
　
千
告
・
、
“
ミ
“
、

　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
大
い
さ
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
右
の
二
式
で
は
不
変
資
本
の
成
長
率
を
一
定
と
仮
定
し
て
い
る
。
　
「
マ
ル
ク
ス
の
場
合
、
資
本
制
蓄
積
の
全
モ
デ
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

お
い
て
ｏ
Ｔ
の
増
大
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
」
の
だ
か
ら
、
不
変
資
本
の
成
長
率
一
定
と
い
う
仮
定
は
不
合
理
で
は
な
い
か
、

グ
ル
ー
バ
ー
は
そ
う
自
問
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
し
て
こ
う
答
え
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
ｏ
Ｔ
は
変
化
し
て
も
坐
Ｃ
は
コ
ソ
ス

タ
ン
ト
で
あ
り
う
る
。
第
二
に
、
も
し
も
そ
れ
で
い
げ
な
け
れ
ぼ
、
不
変
資
本
の
変
動
経
路
を

　
　
　
　
。
、
。
こ
一
、
・
詐
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

で
も
っ
て
定
義
す
れ
ぱ
よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

榊
一
Ｃ
し
か
し
は
コ
ソ
ス
タ
ソ
ト
で
あ
り
う
る
と
い
っ
た
だ
げ
で
は
、
単
な
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
ま
た
変
動

経
路
を
之
及
び
丁
－
期
に
っ
い
て
定
義
し
た
だ
げ
で
は
、
函
数
ｑ
の
彬
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
　
そ
れ
は
た
だ
不
変
資
本
が
あ
る
率

で
ふ
え
る
と
い
う
だ
げ
あ
っ
て
、
そ
の
率
そ
の
も
の
は
何
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
少
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

て
グ
ル
ー
バ
ー
は
「
可
変
資
本
、
国
民
所
得
、
剰
余
価
値
の
成
長
率
は
こ
れ
に
準
じ
て
定
義
で
き
る
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、
た
と
え

ぱ
可
変
資
本
が
そ
の
増
加
率
舳
了
で
ふ
え
る
の
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
お
よ
そ
ナ
ソ
セ
ン
ス
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
）
　
四
　
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
グ
ル
ー
バ
ー
の
提
起
し
た
同
題
、
す
な
わ
ち
フ
ロ
ー
と
し
て
の
、
及
び
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
不
変
資
本
の

　
（
成
長
率
を
決
め
る
要
因
が
何
で
あ
る
か
を
と
り
あ
げ
よ
う
。



　
い
ま
不
変
資
本
ス
ト
ッ
ク
五
の
２
パ
ー
セ
ソ
ト
は
固
完
不
変
資
本
或
は
資
本
設
備
、
残
り
は
流
動
不
変
資
本
或
は
原
材
料
等
の
在

庫
と
し
よ
う
。

　
フ
ロ
ー
と
し
て
の
不
変
資
本
、
す
な
わ
ち
年
々
の
生
産
物
に
そ
の
価
値
を
移
転
す
る
不
変
資
本
Ｃ
は
、
６
を
平
均
年
償
却
率
と
す

れ
ぼ

　
　
　
　
０
１
１
～
～
ト
十
（
Ｈ
Ｉ
～
）
ト
Ｈ
｛
Ｈ
ｌ
～
（
一
１
、
）
｝
ト

で
あ
っ
て
・
こ
れ
は
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ヅ
ク
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
Ｃ
は
五
及
び
６
の
増
加
函
数
、
、
の
減
少
函
数
で
あ
る
。

　
フ
ロ
ー
と
し
て
の
不
変
資
本
は
所
得
の
定
義
に
関
係
が
あ
る
。
い
ま
生
産
物
の
価
値
を
Ｚ
と
す
れ
ば

　
　
　
　
Ｎ
ｌ
ｌ
Ｏ
＋
ぺ
十
ミ
ー
１
、
“
ト
十
（
Ｈ
Ｉ
～
）
ト
十
ぺ
十
ミ

で
あ
り
、
粗
。
所
得
．
ｙ
は

　
　
　
　
、
１
１
～
～
ト
十
く
十
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

　
そ
し
て
純
所
得
は
も
ち
ろ
ん

　
　
　
　
、
１
－
ぺ
十
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
一

で
あ
る
。

　
さ
て
こ
こ
で
大
切
な
二
っ
の
概
念
が
あ
る
。
一
つ
は
資
本
の
有
機
的
構
成
ノ
、
他
は
剰
余
伽
他
率
〃
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を

　
　
　
　
ト
ー
１
＼
ｋ
１
１
忘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

　
　
　
　
ぺ
　
　
、
ぺ

で
も
っ
て
定
義
す
る
。
刃
は
不
変
資
本
の
フ
ロ
ー
で
は
な
く
ス
ト
ッ
ク
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
七
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
（
七
六
六
）

　
右
の
第
一
式
か
ら

　
　
　
　
皇
ー
ト
ー
｝
１
ー
タ
５
↓
｝

　
　
　
　
　
　
１
－
（
と
十
」
タ
）
（
メ
十
」
ぺ
一
）
－
と
ぺ
ｏ

　
　
　
　
　
　
し
一
」
‘
十
く
。
皇
十
皇
一
」
ぺ
一

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

　
　
　
　
入
ト
ニ
」
５
　
」
戸

　
　
　
　
　
．
Ｈ
－
ｉ
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
』
）

　
　
　
　
阜
．
５
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
Ｏ

但
添
数
は
期
を
し
め
し
、
五
五
は
第
ユ
期
の
不
変
資
本
の
増
加
率
で
あ
る
。
こ
の
式
は
任
意
の
時
期
に
つ
い
て
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

長
率
が
不
変
資
本
の
蛸
加
率
プ
ラ
ス
有
機
的
構
成
の
上
昇
率
に
ひ
と
し
い
、
或
は
一
人
当
り
賃
銀
を
一
定
と
す
れ
ぼ
、
雇
用
増
加
率

プ
ラ
ス
一
人
当
り
生
産
性
の
上
昇
率
に
ひ
と
し
い
こ
と
を
し
め
す
。

　
他
方
に
お
い
て
閉
の
第
二
式
を
所
得
の
定
義
式
似
に
代
入
す
れ
ぼ

　
　
　
　
、
Ｈ
（
Ｈ
＋
、
）
一
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
、
）

を
う
る
。
そ
こ
で

　
　
　
　
」
５
．
」
５
　
　
」
き

　
　
　
　
．
■
Ｈ
．
“
。
一
十
套
　
　
　
　
　
一
３

す
な
わ
ち
成
長
率
が
雇
用
増
加
率
プ
ラ
ス
搾
取
の
増
加
率
に
ひ
と
し
い
関
係
が
え
ら
れ
る
。
或
は
↑
り
を
こ
れ
に
代
入
す
れ
ば

　
　
　
　
」
５
－
」
＼
－
　
」
き
　
　
ミ
ー

　
　
　
　
、
メ
ー
」
一
十
Ｈ
＋
、
１
と
　
　
　
　
　
　
（
閉
、
）

　
す
な
わ
ち
成
長
率
は
不
変
資
本
ス
ト
ツ
ク
及
び
搾
取
の
上
昇
率
が
多
き
い
ほ
ど
大
き
い
が
、
そ
の
さ
い
資
本
の
有
機
的
構
成
が
上



昇
す
る
ほ
ど
低
下
す
る
。

　
↑
ｏ
及
び
旧
は
・
グ
ル
ｉ
バ
ー
の
よ
う
に
、
不
変
資
本
ス
ト
ツ
ク
や
国
民
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
率
を
も
っ
て
増
加
す
る
と
い

う
同
義
反
復
で
は
な
し
に
、
そ
の
成
長
率
が
ど
ん
た
要
因
に
よ
っ
て
定
ま
る
か
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
任
意
の
期
、
任
意

の
部
門
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
。
た
と
え
ぼ
も
し
も
成
長
率
が
コ
ソ
ス
タ
ソ
ト
な
ら
ぼ

ヤ
之
・
、
下
＄
、

ざ
１
１
王
Ｈ
＋
中
十
央
、
）
、

一
９

な
る
関
係
は
生
産
財
部
門
で
あ
る
と
消
費
財
部
門
で
あ
る
と
、
乃
至
全
部
門
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
あ
は
ま
る
の
で
あ
る
。

　
珂
　
右
の
式
は
す
で
に
ー
こ
の
定
式
化
の
段
階
で
も
或
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
も
し
も
平
均
資
本
係
数
と
限
界
資
本
係

　
（
数
と
が
相
等
し
い
ば
あ
い

　
　
　
　
辛
鉢
即
ち
辛
、
箏

な
る
場
合
、
こ
れ
は
前
稿
コ
ソ
ラ
ッ
ド
の
所
説
に
み
た
と
お
り
、

い
わ
ゆ
る
「
安
定
成
長
」
の
標
識
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ

か
何
を
意
味
す
る
か
昂
式
に
一
い
て
み
れ
は
直
ち
に
明
き
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
婁
定
成
長
と
は
歩
－
ヤ
。
あ
る
い
は

辛
べ
、
よ
、
を
淋
す
集
或
兵
よ
ト
な
る
成
長
で
あ
る
。
こ
れ
は
相
対
的
剰
余
仙
値
生
産
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な

技
術
進
歩
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
↑
ｏ
に
し
て
も
旧
に
し
て
も
い
ろ
ん
な
増
加
率
の
相
互
依
存
関
係
或
は
函
数
関
係
を
し
め
し
て
い

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
七
六
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
（
七
六
八
）

る
だ
け
で
あ
っ
て
、
因
果
関
係
は
少
し
も
示
し
て
い
な
い
。
例
え
ぼ
伺
式
に
お
い
て
は
、
成
長
率
は
雇
用
増
加
率
と
搾
取
率
が
ま
ず

与
え
ら
れ
た
結
果
さ
だ
ま
る
の
か
、
そ
れ
と
も
雇
用
増
加
率
の
与
え
ら
れ
た
結
果
き
ま
る
の
か
、
決
し
て
閃
き
ら
か
で
は
な
い
。
そ

れ
を
明
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
い
資
本
制
生
産
の
推
進
動
機
が
何
で
あ
り
、
資
本
主
義
杜
会
の
所
得
決
定
の
原
動
力
が

何
で
あ
る
か
、
そ
こ
か
ら
出
発
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
は
、
資
本
制
生
産
の
推
進
動
機
が
利
潤
獲
得
に
あ
る
こ
と

を
、
ま
ず
承
認
す
る
の
で
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
は
も
う
一
度
、
Ｏ
で
紹
介
し
た
レ
ー
ニ
ソ
の
表
式
（
マ
ル
ク
ス
の
表
式
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
）
に
立
ち
か
え
ろ
う
。
　
た

と
え
ぼ
塘
２
年
度
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
次
の
よ
う
な
均
衝
条
件

　
第
－
部
門
雷
０
９
１
－
農
○
」
Ｐ
＋
Ｈ
Ｈ
◎
」
５

　
第
皿
部
門
違
ｏ
少
１
Ｉ
Ｈ
８
」
Ｐ
＋
ｏ
．
ｏ
」
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
べ
、
）

　
両
部
門
問
の
均
衡
条
件
　
二
◎
」
５
＋
８
」
あ
１
１
－
８
」
Ｐ

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
円
滑
な
蓄
積
進
行
の
条
件
と
し
て
、
右
の
第
三
式
し
か
考
え
な
い
論
者
も
多
い
が
、
は
じ
め
の
二
式
は
、
各

部
門
の
需
給
均
等
の
仮
定
か
ら
み
ち
び
か
れ
、
貯
蓄
と
投
資
（
マ
ル
ク
ス
の
ば
あ
い
可
変
資
木
の
州
分
を
含
む
）
と
の
都
門
別
の
均
等
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
も
し
も
各
部
門
に
つ
い
て
需
給
均
等
な
ら
ぼ
、
需
給
不
一
致
に
よ
る
資
本
の
郁
門
…
移
勅
も
ま
た
生
じ
な
い
・

そ
し
て
ｍ
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
マ
ル
ク
ス
の
仮
定
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
第
三
式
の
前
捉
を
な
し
て
い
る
。
（
は
わ
れ

わ
れ
の
記
号
で
書
き
直
せ
ぼ

　
　
　
　
９
１
１
」
｝
十
」
メ
一
♂
１
１
」
ト
十
」
５
一
」
５
＋
」
タ
ー
１
」
ト
　
　
　
　
Ｓ

と
な
る
。
は
じ
め
の
二
式
は
同
じ
形
で
あ
る
か
ら
両
辺
を
〃
で
除
し



　
　
　
　
向
Ｈ
へ
倶
×
」
ト
十
」
く
　
　
．
・
．
　
０
１
１
名
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
・
）

　
　
　
　
ミ
　
ミ
　
　
　
」
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ミ
　
　
　
り
　
　
　
」
ミ

は
各
部
門
に
っ
い
て
成
立
す
る
。
但
甲
く
二
－
旨
；
－
早
旨
で
あ
る
。

　
さ
て
Ｇ
は
資
本
家
純
所
得
の
成
長
率
で
あ
っ
て
、
ゆ
の
第
二
式
か
ら

　
　
　
　
　
」
ミ
」
忘
」
く

　
　
　
　
０
Ｈ
－
－
ｉ
Ｈ
－
十
－

　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
忘
　
ぺ

な
る
こ
と
自
明
で
あ
り
・
賃
銀
を
も
含
む
駄
所
得
の
成
長
率
は
既
述
伺
式
か
ら

　
　
　
　
　
　
」
ぺ
　
与
　
」
く
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
ｏ
，
Ｈ
－
Ｈ
、
十
１

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
Ｈ
＋
、
　
ぺ

な
る
こ
と
も
判
っ
て
い
る
・
こ
の
二
つ
の
式
か
ら
剰
余
価
値
率
一
定
一
亨
・
一
な
ら
ぼ
二
つ
の
成
長
率
は
等
し
い
が
、
剰
余
価
値

率
が
高
ま
一
て
い
－
か
ぎ
－
は
琴
・
一
、
亨
杢
で
あ
つ
て
、
資
本
家
純
所
得
は
総
所
得
よ
り
も
大
き
い
率
で
成
長
す
る
こ

と
が
判
る
・
逆
に
剰
余
価
値
率
が
低
下
す
る
と
き
は
（
」
忘
く
◎
）
、
Ｇ
は
ぴ
よ
り
小
さ
い
。

さ
て
Ｇ
と
乏
か
ん
す
る
こ
の
区
別
は
重
要
で
あ
る
。
倒
式
に
お
い
て
投
資
の
推
進
動
筐
蓄
積
利
潤
率
、
に
あ
り
、
そ
の
状
態

が
資
本
家
の
貯
蓄
率
美
決
め
・
そ
の
綜
合
的
結
果
と
し
て
資
本
家
純
所
得
の
成
長
率
・
が
定
ま
る
。
利
潤
率
康
因
で
あ
り
成
長

率
は
結
果
で
あ
る
・
忌
い
グ
ま
で
差
く
、
有
機
的
構
成
の
上
昇
率
を
上
廻
る
剰
余
価
値
率
の
上
昇
に
よ
つ
て
上
昇
す
る
。
と
こ

ろ
が
前
段
で
示
し
た
よ
乏
・
剰
余
価
値
率
が
一
一
同
ま
る
と
き
暮
Ｖ
・
一
・
は
っ
ね
多
よ
り
大
き
い
。
賃
銀
も
利
潤
も
所
得
の
一

色
に
塗
り
っ
ぶ
さ
れ
・
総
所
得
成
長
夢
の
上
昇
が
弁
護
さ
れ
る
と
き
に
、
賃
銀
の
上
昇
率
よ
り
表
定
的
に
大
き
な
率
で
増
加
す

る
利
潤
成
長
率
は
蔽
い
か
く
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

刊
わ
れ
わ
れ
は
進
ん
で
、
生
産
財
部
門
で
の
優
先
的
震
が
な
ぜ
高
い
成
長
率
を
も
た
ら
す
か
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
せ

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
七
六
九
）

　
　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
七
七
〇
）

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
部
門
問
の
均
衡
条
件
を
し
め
す
○
っ
の
第
三
式

　
　
　
　
」
５
＋
」
お
１
１
」
ト
心

は
、
別
の
機
会
に
も
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
記
号
を

　
　
　
　
　
」
５
　
　
　
．
ミ
一

　
　
　
　
」
５
＋
」
あ
１
１
、
、
、
ミ
一
１
ｌ
ｅ

と
定
め
、
且
っ
部
門
毎
の
貯
蓄
投
資
の
均
等
を
仮
定
す
れ
ぼ
左
の
よ
う
に
書
さ
改
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
十
ト

　
　
　
　
千
§
一
一
但
青
ポ
　
一
　
　
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
ゴ
（
Ｈ
＋
と
）

　
　
　
　
　
　
　
」
５

　
さ
て
、
、
１
１
」
５
＋
」
お
く
Ｈ
で
あ
っ
て
、
　
汽
は
ふ
だ
ん
に
小
さ
く
な
る
便
向
が
あ
る
が
（
窮
乏
化
法
則
）
、
同
時
に
或
る
限
度
以
下

に
下
が
ら
な
い
傾
向
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
（
生
理
的
限
界
）
か
ら
、
さ
し
ひ
き
ど
う
な
る
か
は
ア
プ
リ
ォ
リ
ー
に
は
云
え
な
い
・

レ
ー
ニ
ソ
の
表
式
で
は
は
し
だ
い
に
上
昇
す
る
シ
レ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
が
、
汽
は
一
定
と
想
定
し
て
差
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
・

　
ミ
Ｎ

，
１
ー
ミ
ゾ
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
妄
期
的
に
は
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
〃
は
合
計
で
あ
る
か
ら
こ
の
低
下
は
除
々
に
し
か
あ
ら
わ
れ

な
い
。
ミ
ー
の
減
少
は
軽
微
だ
と
想
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
仮
に
、
二
か
な
り
大
き
く
減
少
す
る
と
し
て
も
一
、
・
汁
一
一
一
、
圭
に
っ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
価
が
－
よ
り
著
し
く

小
さ
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
刃
の
上
昇
に
っ
れ
て
分
母
は
い
く
ら
で
も
大
き
く
な
る
の
に
、
分
子
は
し
だ
い
に
１
に
近

ず
く
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て



　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
－

　
　
　
　
　
　
　
ポ

　
　
　
　
ミ
ー
１
　
　
　
　
　
〈
Ｈ

　
　
　
　
　
　
ｅ
ゴ
（
Ｈ
＋
卜
）

な
る
こ
と
は
殆
ん
で
確
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た

　
　
　
　
夕
Ｖ
♂

な
る
こ
と
及
び
蓄
積
利
潤
率
０
ー
の
均
等
を
仮
定
す
る
か
ぎ
り
、
投
資
財
都
門
の
成
長
率
が
１
消
費
財
部
門
の
成
長
率
よ
り
大
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　
こ
う
し
て
成
長
率
を
も
っ
て
表
示
さ
れ
た
円
滑
な
蓄
積
の
進
行
条
件

　
　
　
　
Ｐ
１
Ｉ
勿
も
－
一
　
Ｐ
ｌ
ｌ
♂
Ｓ
一
　
８
１
１
§
－
　
　
　
　
　
　
　
８

は
次
の
こ
と
を
示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、

　
第
一
、
成
長
率
の
基
本
的
決
定
要
因
は
雇
用
増
加
率
及
び
剰
余
価
値
増
加
率
で
あ
る
。
或
は
利
潤
率
と
そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
貯
蓄
率
で
あ
る
。

　
第
二
、
蓄
積
利
潤
率
が
上
昇
し
つ
つ
あ
る
場
合
に
は
剰
余
価
値
率
も
ま
た
上
昇
し
つ
つ
あ
り
、
資
本
家
所
得
の
成
長
率
は
労
働
者

所
得
の
成
長
率
よ
り
も
、
し
た
が
っ
て
総
所
得
の
成
長
率
よ
り
も
大
き
い
。

　
第
三
、
両
部
門
の
貯
蓄
率
の
あ
い
だ
に
は
、
主
と
し
て
技
術
的
に
制
約
さ
れ
た
比
例
関
係
が
存
在
せ
ね
ぼ
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
生
産
財
部
門
の
資
本
の
有
機
的
構
成
が
消
費
財
部
門
の
そ
れ
よ
り
急
速
に
高
ま
れ
ぼ
高
ま
る
ほ
ど
、
生
産
財
部
門
の
貯
蓄
率
も

ま
た
消
費
財
部
門
の
そ
れ
を
上
廻
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
生
産
財
部
門
の
〔
純
所
得
の
〕
成
長
率
は
そ
れ
だ
け
消
費
財
部
門
の
そ

れ
を
追
抜
く
。
（
も
し
も
生
産
財
部
門
労
働
者
の
消
費
割
合
が
増
大
す
れ
ば
、
こ
の
都
門
の
成
長
率
は
加
速
さ
れ
る
。
）
こ
れ
は
生
産
財
都
門
の
優

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
七
七
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
七
七
二
）

先
的
発
展
と
い
う
意
味
で
の
不
均
等
発
展
が
、
全
経
済
の
成
長
率
を
高
め
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
）
　
牝
　
さ
て
既
に
前
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
は
固
定
資
本
の
耐
用
年
数
と
成
長
率
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
及
し
た
。
と

こ
ろ
が
耐
用
年
数
を
１
年
と
す
る
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ソ
の
表
式
か
ら
は
、
こ
の
関
係
は
説
明
で
き
な
い
。
し
か
し
資
本
家
の
純
所

得
に
っ
い
て
成
長
率
を
規
定
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
粗
所
得
に
っ
い
て
も
容
易
に
成
長
率
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
任
意
の
期
の
任
意
の
部
門
の
粗
所
得
・
ア
が

　
　
　
　
、
１
－
～
～
』
十
ぺ
十
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

で
定
義
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
の
式
か
ら
資
本
家
の
粗
所
得
・
〃
が

　
　
　
　
ミ
ー
－
、
１
ぺ
１
１
皆
ト
十
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
、

で
あ
る
こ
と
も
自
明
で
あ
る
。
－

　
こ
の
粗
所
得
か
ら
（
資
本
家
の
み
が
貯
蓄
す
る
と
仮
定
し
て
）
行
わ
れ
る
粗
貯
蓄
・
８
は
、
純
貯
蓄
ｓ
プ
ラ
ス
減
価
償
却
き
ト
に
ひ
と

し
い
。
他
方
粗
投
資
は
純
投
資
」
＼
十
」
ペ
プ
ラ
ス
補
填
投
資
ミ
＼
に
ひ
と
し
い
。
　
そ
こ
で
貯
蓄
投
資
の
均
宰
は
グ
ロ
ス
タ
ー
ム

で
　
　
　
　
吻
十
き
』
１
１
」
ト
十
」
ぺ
十
ミ
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

と
な
る
。

　
償
却
、
補
填
と
成
長
率
と
の
閉
に
は
ど
ん
な
関
原
が
あ
る
か
。
い
ま
右
の
式
に
お
い
て

　
　
　
　
　
～
～
ト
　
　
ー
　
　
　
　
、
～
ト
　
　
　
ー

　
　
　
　
－
十
－
－
－
Ｈ
～
…
－
十
１
　
　
　
　
１
１
、

　
　
　
　
　
　
吻
　
　
　
　
　
」
』
十
」
ぺ



と
お
げ
ば

　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
０
１
１
－
；
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
　
　
　
　
　
、

を
う
る
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
よ
う
に
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
の
モ
デ
ル
で
は
、
も
し
も
補
填
を
無
視
す
る
な
ら
ぼ
固
定
不
変
資
本
の
耐
用
年
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

が
短
い
ほ
ど
成
長
率
は
低
下
し
、
長
く
な
れ
ぼ
成
長
率
は
上
昇
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
固
定
設
備
の
耐
用
年
数
が
短
縮
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
償
却
率
ｄ
が
大
き
く
な
り
、
胸
式
に
っ
い
て
い
え
ぼ
７
が
大
き
く
な
る

こ
と
で
あ
る
。
或
は
粗
貯
蓄
率
示
が
増
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
そ
の
と
き
補
填
投
資
率
プ
、
し
た
が
っ
て
ｑ
ａ
式
の
７
が
一

定
な
ら
ぼ
、
Ｇ
は
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
が
い
う
よ
う
に
低
下
は
し
な
い
で
む
し
ろ
逆
に
上
昇
す
る
。
こ
れ
は
粗
貯
蓄
と
粗
投
資
の
一
致
を
前

提
す
る
か
ぎ
り
、
償
却
積
立
が
新
投
資
に
ふ
り
む
け
ら
れ
る
当
然
の
結
果
で
あ
り
、
そ
し
て
た
と
え
ば
妖
気
上
昇
期
に
お
い
て
加
速

度
償
却
が
新
投
資
の
た
め
の
貯
蓄
源
を
創
出
す
る
場
合
、
及
び
過
去
の
投
資
が
在
来
の
部
面
を
去
っ
て
ヨ
リ
有
利
な
生
産
部
面
に
転

じ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
エ
ソ
ド
・
ビ
ル
ド
の
場
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
も
あ
る
。
し
か
し
か
よ
う
な
僕
却
率
の
上
昇
は
、
通
常
は
早
晩
、

補
填
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
よ
う
な
、
い
わ
ぼ
「
遣
徳
的
な
」
耐
用
年
数
の
短
縮
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
フ
ラ
ソ
ヶ

ル
の
い
う
耐
用
年
数
の
短
縮
は
、
ま
さ
に
７
の
坤
大
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
よ
う
な
７
の
増
大
で
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
胸
式
に
っ
い
て
い
え
ぼ
吋
１
１
■
で
あ
る
。
も
し
も
そ
う
だ
と
す
れ
ぼ
耐
用
年
数
が
長
く
な
ろ
う
が
短
く
な
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
資
本
家
所
得
の
成
長
率
、
し
た
が
っ
て
ま
た
総
所
得
の
成
長
率
に
増
減
の
生
じ
る
筈
が
な
い
。

　
或
は
フ
ラ
ソ
ケ
ル
の
命
題
は
、
資
本
家
粗
所
得
の
成
長
率
、
し
た
が
っ
て
粗
所
得
（
９
≧
・
、
）
の
成
長
率
に
か
ん
す
る
も
の
だ

と
考
え
る
向
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ま
帥
の
両
辺
を
ル
の
・
〃
で
除
す
れ
ぼ

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
七
七
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）

吻
十
き
』
　
」
ミ
　
」
ト
十
」
ぺ
十
ミ
ト

　
　
　
　
　
　
×

　
ミ
　
．
ぐ
、
　
ぐ

七
六
　
（
七
七
四
）

か
ら

　
　
　
　
０
１
１
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

を
う
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
こ
こ
に
・
Ｇ
は
資
本
家
粗
所
得
の
成
長
率
、

た
・
０
・
は
粗
利
潤
率
で
あ
っ
て
、
・
９
と
９
の
大
小
は

　
　
　
　
・
　
　
　
　
」
ミ
十
～
“
」
ト
　
　
　
　
」
ミ

　
　
　
　
も
ー
も
１
－
」
ト
十
｝
ぺ
十
ミ
ト
ー
」
ト
十
」
」
ぺ

・
ｓ
は
粗
貯
蓄
率
で
あ
っ
て
純
貯
蓄
率
８
よ
り
大
き
く
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
五
正
－
主

　
　
　
　
　
　
　
１
１
〕
ト
十
］
ぺ
十
ミ
』
〃
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ト
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
．

に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
～
　
－
〃
ミ
い
カ
ん
に
よ
っ
て
も
〃
も
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
」
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
」
＼
ト
ー
阜
一
　
、

　
さ
て
－
１
１
、
と
仮
定
し
よ
う
。
期
問
を
も
っ
て
示
せ
は
－
１
ー
　
　
　
て
あ
り
　
し
た
か
っ
て
仮
定
の
意
味
は
ト
ー
１
阜
（
Ｈ
＋
も
）
、

　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
兵

す
な
わ
ち
今
期
の
不
変
資
木
ス
ト
ッ
ク
が
、
前
期
の
そ
れ
を
利
潤
率
で
増
殖
し
た
大
い
さ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
仮
定
と

し
て
き
わ
め
て
プ
ロ
ー
バ
ブ
ル
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ぼ
右
式
か
ら

　
　
　
　
～
〃
、
　
に
従
い
　
も
〃
も

な
る
こ
と
が
云
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
償
却
率
が
補
填
投
資
率
を
こ
え
る
ぼ
あ
い
、
蓄
杭
の
純
利
潤
率
は
粗
利
潤
率
よ
り
小
さ
く
あ
ら

わ
れ
る
。
逆
の
場
合
は
逆
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
吻
Ｖ
吻
に
し
て
～
１
ｖ
、
な
る
場
合
、
賓
本
家
の
粗
所
得
成
長
率
・
Ｇ
、
し
た
が
っ
て
ま



●

た
Ｏ
・
宍
、
成
長
率
・
ぴ
が
、
純
成
長
率
Ｇ
或
は
ぴ
よ
り
大
き
く
表
わ
れ
る
こ
と
は
避
げ
難
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
こ
と

は
、
固
定
設
備
の
耐
用
年
数
の
短
縮
、
し
た
が
っ
て
償
却
率
の
増
大
が
成
長
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
逆
に

粗
成
長
率
も
純
成
長
率
も
上
昇
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
の
主
張
は
納
得
で
き
な
い
。

　
川
　
以
上
わ
た
し
は
、
フ
ラ
ソ
ケ
ル
が
成
長
論
に
よ
っ
て
論
証
し
よ
う
と
し
た
投
資
財
部
門
の
優
先
的
発
展
－
高
度
成
長
の
メ
カ

　
（ニ
ズ
ム
を
、
成
長
率
で
あ
ら
わ
し
た
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
を
道
具
と
し
て
検
討
し
っ
つ
、
若
干
の
批
判
的
な
見
解
を
述
べ
た
。
批

判
の
論
点
は
多
い
が
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
第
一
、
近
代
成
長
論
が
賃
銀
と
利
潤
と
を
所
得
の
一
色
に
塗
り
っ
ぶ
し
、
そ
の
成
長
率
の
上
昇
を
問
題
に
す
る
と
き
に
、
マ
ル
ク

ス
成
長
論
は
利
潤
の
成
長
率
が
賃
銀
の
そ
れ
を
上
廻
る
形
で
し
か
成
長
率
を
高
め
え
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
。
こ
の
差
異
は
、
前
者

が
技
術
的
な
資
木
係
数
と
心
理
的
な
貯
蓄
性
向
に
よ
っ
て
成
長
率
を
説
明
す
る
の
に
対
し
、
後
者
が
生
産
力
を
し
め
す
有
機
的
構
成

と
生
産
関
係
を
し
め
す
剰
余
仙
値
率
と
に
よ
っ
て
、
成
長
率
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
方
法
的
な
差
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
剰

余
価
値
率
と
有
機
的
構
成
と
は
利
潤
率
の
決
定
要
因
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
方
法
的
差
異
は
成
長
率
を
説
明
す
る
の
に
、
利
潤
率
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

い
て
す
る
か
ど
う
か
の
本
質
的
な
相
違
に
連
た
っ
て
い
る
。

　
塘
二
、
近
代
成
長
論
で
は
、
投
貧
財
部
門
と
消
費
財
部
門
と
の
あ
い
だ
の
均
衡
条
件
の
規
定
が
欠
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
吻
一
Ｖ

８
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
Ｐ
Ｖ
Ｐ
と
な
っ
て
投
資
財
部
門
が
全
経
済
の
成
長
を
リ
ー
ド
せ
ざ
る
を
え

な
い
認
識
を
も
た
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
バ
ラ
ソ
ス
成
長
と
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
と
ど
ち
ら
が
成
長
率
を
高
め
る
の
に
有
用
で
あ
る

か
と
い
っ
た
、
任
意
迷
択
の
問
題
提
起
の
う
ち
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
第
三
、
フ
ラ
ソ
ケ
ル
は
右
の
よ
う
な
近
代
成
長
論
に
共
通
な
欠
点
の
ほ
か
に
、
固
定
設
備
の
耐
用
年
数
と
成
長
率
と
の
関
係
に
つ

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
七
七
五
）



　
　
　
器
嚢
済
学
一
第
十
四
巻
・
第
六
号
一
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
七
八
一
七
七
六
一

い
て
誤
っ
た
見
解
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
論
点
の
重
要
さ
は
産
業
循
環
を
分
析
す
る
ぼ
あ
い
に
あ
ら
わ
れ
る
。

　
　
（
１
）
　
レ
ー
ニ
ン
「
い
わ
ゆ
る
市
場
間
題
に
つ
い
て
」
　
（
レ
ー
ニ
ン
全
集
第
一
巻
、
大
月
書
店
刊
、
八
○
１
八
ニ
ベ
ー
ジ
）

　
（
２
）
　
右
同
八
三
べ
ー
ジ

　
　
（
３
）
；
訂
？
亭
９
．
。
ミ
８
弄
巨
婁
亭
８
尋
ぎ
｝
ｏ
思
Ｎ
事
旨
囚
彗
ぎ
｛
胃
声
寿
ｑ
昌
邑
き
◎
邑
ぎ
◎
着
く
旨
５
ｈ
一
睾
～
員
、
、
二
争
Ｈ
事
｝
胃

　
　
昌
Ｈ
オ
註
◎
昌
－
薫
昌
◎
邑
¢
目
■
ｑ
ｏ
ｏ
華
茸
戸
墨
Ｈ
§
ｏ
竃
．
一
畠
８
一
ｃ
つ
ｏ
つ
．
ｏ
。
竃
１
ｃ
。
奉

　
（
４
）
向
げ
邑
坪
ｏ
つ
．
ｏ
。
竃

　
（
５
）
向
げ
＆
Ｐ
ｃ
ｏ
．
Ｓ
ｏ

　
（
６
）
向
げ
彗
３
一
ｃ
つ
．
・
。
ｏ
ｏ
。

　
（
７
）
（
８
）
向
す
彗
３
一
〇
〇
．
・
。
奉

　
（
９
）
　
こ
の
計
算
は
次
の
よ
う
に
す
る
。

　
　
」
ト
　
．
　
」
ペ

　
　
ミ
Ｈ
ご
ミ
十
宍
－
二
ｒ
主
・
ミ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
吻
１
１
」
ト
（
Ｈ
＋
１
）
　
　
一
．
．
　
」
ト
ー
１

　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
↓

　
　
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
」
ぺ
　
」
ト

　
　
」
ぺ
十
」
宍
１
１
－
１
１
　
－
－

　
　
　
　
　
　
　
、
　
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
吻
　
　
　
吻

　
　
○
Ｏ
を
代
入
し
て
」
ぺ
十
」
宗
１
Ｉ
Ｉ
×
　
　
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
－
十
ゾ
ス
Ｈ
＋
＼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
そ
こ
で
ｏ
ｏ
く
１
１
６
及
び
－
１
ｌ
ｅ
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
」
３
＋
」
戸
１
１
」
＼
旧



　
　
を
書
き
改
め
れ
ぱ

　
　
　
　
　
予
§
一
一
但
言
王
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
、
－
（
Ｈ
＋
｝
）

　
　
を
う
る
。

　
一
１
０
一
声
句
§
軍
尋
◎
き
。
９
０
・
多
Ｏ
・
肇
毒
○
・
ａ
二
箏
享
・
§
茎
・
：
；
、
。
き
、
、
・
皇
。
向
、
。
邑
。
』
。
岸
、
目
”
二
葦

　
　
冒
｝
『
ｏ
｝
－
　
〇
一
蜆

　
一
ｕ
一
資
本
係
数
ズ
そ
の
逆
数
ミ
を
と
れ
は
投
資
生
産
力
を
表
示
し
て
い
る
言
に
み
え
る
。
も
し
も
分
配
率
言
と
し
、
ミ
い
亀
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
Ｎ
　
　
　
　
　
　
－

　
　
を
も
っ
て
書
き
か
え
れ
ぱ
・
後
者
は
ト
．
ミ
差
り
。
を
一
定
と
す
る
か
ぎ
り
投
資
利
潤
率
を
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
し
か
し
投
資
利
潤
率
に
関
係
す
る
か
ぎ
り
で
は
こ
の
投
資
生
産
力
は
、
今
期
の
投
資
”
に
対
し
、
来
期
に
は
ど
れ
だ
け
所
得
が
増
加
す
る
ヵ

　
　
　
一
５
一
「
干
タ
一
一
・
両
老
の
比
さ
、
、
さ
で
あ
ら
わ
さ
れ
ね
は
奮
な
い
。
し
か
る
に
資
本
係
数
は
、
前
期
か
ら
今
期
一
か
け
て
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
得
増
加
一
干
ぎ
－
§
が
今
期
ど
れ
だ
け
の
投
琶
を
誘
発
す
る
か
の
比
率
干
ゴ
て
あ
る
。
ヒ
ツ
ク
ス
の
ご
と
き
は
こ
れ
を

　
　
　
　
“
　
と
さ
え
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
資
本
係
数
と
投
資
生
産
力
と
は
決
し
て
逆
数
関
係
に
は
な
い
。

　
　
、
５
１
－
１
５
１
心

　
　
　
　
　
　
田
　
不
均
等
発
展
に
お
げ
る
基
本
的
経
済
法
則
の
展
開
箏

↓
　
ま
ず
さ
き
に
成
長
率
で
規
定
し
た
再
生
産
の
均
衡
条
件

（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
十
ト
一

　
　
　
　
Ｐ
Ｈ
冬
一
Ｐ
－
１
冬
一
　
♂
１
ー
き
（
…
ざ
夕
　
　
　
　
８

に
立
ち
か
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
わ
た
く
し
は
右
の
式
で
８
Ｖ
８
な
る
こ
と
か
ら
９
Ｖ
Ｐ
し
た
が
っ
て
ま
た
Ｐ
，
Ｖ
９
、
な
る
不

　
　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
七
七
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
七
七
八
）

均
等
発
展
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
一
方
で
は
Ｓ
の
大
小
が
０
・
の
大
小
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
、
他
方
で
は
第
三
式
の
ム
が
ム
よ

り
ふ
だ
ん
に
大
き
く
な
る
と
い
う
技
術
的
要
請
か
ら
夕
Ｖ
８
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
資
本
家
の
み
が
貯
蓄
す
る
と
い
う
仮
定
か

ら
す
れ
ぼ
、
資
本
家
所
得
か
ら
貯
蓄
に
ふ
り
む
げ
ら
れ
る
割
合
８
が
、
蓄
積
誘
因
た
る
利
潤
率
９
の
大
小
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ

と
は
不
可
避
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
競
争
の
段
階
で
生
産
諸
部
面
が
そ
れ
ぞ
れ
内
部
の
諸
企
業
問
に
利
潤
率
の

格
差
を
含
み
な
が
ら
部
面
利
潤
率
を
平
均
化
す
る
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
法
則
と
し
て
示
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
則
を
承
認

す
る
か
ぎ
り
叱
は
伽
に
ひ
と
し
く
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
一
般
に
夕
Ｖ
♂
か
ら
Ｐ
Ｖ
Ｐ
を
み
ち
び
く
こ
と
が

で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
夕
Ｖ
♂
は
｝
Ｖ
｝
か
ら
説
明
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
第
三
式
に
よ
っ
て
｝
Ｖ
ポ
か
ら
説
明

す
る
ほ
か
な
く
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
の
大
小
を
単
な
る
技
術
的
要
因
か
ら
説
明
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
、
そ
う
い
う
疑

問
も
生
じ
る
。

　
）
　
に
　
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値
や
生
産
価
格
の
法
則
を
説
明
す
る
こ
と
は
わ
た
く
し
の
目
的
で
は
な
い
。
そ
れ
に
ま
た
市
場

価
値
や
生
産
価
格
の
成
立
過
程
が
、
一
方
で
は
均
等
化
の
過
程
で
あ
る
が
、
同
時
に
他
方
で
は
不
均
等
化
の
過
程
で
あ
る
こ
と
も
周

知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
必
要
な
補
足
の
最
少
限
に
止
め
る
。

　
第
一
に
、
平
均
利
潤
率
の
法
則
が
蓄
積
を
規
制
す
る
作
用
を
端
的
に
い
え
ぼ
、
儲
げ
の
多
い
生
産
部
面
に
は
そ
れ
に
比
例
し
て
余

計
に
投
資
が
流
人
す
る
と
い
う
こ
と
、
或
い
は
記
号
で
あ
ら
わ
せ
ぼ

　
　
　
　
　
」
ミ
、
　
　
１
　
　
」
ミ
ぐ
　
　
１
　
　
　
１
　
　
」
ミ
一

　
　
　
　
（
」
ト
十
」
ぺ
）
、
１
（
」
＼
十
」
ト
ペ
）
、
１
　
　
　
Ｉ
」
ト
十
」
ト
メ

　
　
　
　
ー
　
」
』
き
－
１
　
」
き
　
　
Ｉ
　
　
　
ｌ
　
」
ミ
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
１
（
」
＼
十
」
く
）
ｓ
１
（
」
｛
十
」
く
）
「
．
．
：
１
」
ト
十
」
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い



と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
こ
こ
に
北
ツ
…
－
…
は
生
産
財
部
門
の
生
産
諸
部
面
、
ｏ
ろ
…
－
…
は
消
費
財
部
門
の
生
産
諸
部
面
を
あ
ら
わ
し
、

－
」
睾
－
ぱ
も
ち
ろ
ん
蓄
積
利
潤
率
で
あ
る
。
こ
の
利
潤
率
は
生
産
関
係
を
し
め
す
と
こ
ろ
の
剰
余
価
値
率
と
、
生
産
力
を
し
め
す

」
』
．
十
〕
寸
－

有
機
的
構
成
刃
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
の
変
動
は
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
の
量
的
表
現
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
さ
き
に
・
提

起
し
た
問
題
、
す
な
わ
ち
生
産
財
部
門
の
優
先
的
発
展
を
｝
Ｖ
ポ
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
、
単
な
る
生
産
力
視
点
か
ら
の
説
明
で

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
刃
は
っ
ね
に
〃
と
の
関
係
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
〔
式
は
各
生
産
部
面
の
蓄
積
の
バ
タ
ー
ソ
が
相
対
的
利
潤
に
応
じ
て
定
ま
る
こ
と
、
例
え
ぼ
生
産
財
部
面
一
」
っ
い
て
い
え
ぼ

　
　
　
　
（
皇
十
ミ
）
二
（
皇
十
ミ
）
二
…
・
・
…
Ｈ
」
き
一
」
ミ
ｋ
一
…

な
る
こ
と
を
示
す
・
す
な
わ
ち
利
潤
率
の
平
均
化
は
、
利
潤
獲
得
の
推
進
動
機
が
蓄
積
、
し
た
が
っ
て
生
産
の
パ
タ
ー
ソ
を
、
生
産

力
と
生
産
関
係
と
の
矛
盾
の
う
ち
に
決
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
第
二
に
・
投
資
が
利
潤
増
分
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
単
な
る
構
成
比
は
示
さ
れ
て
も
投
資
の
大
い
さ
、
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

っ
て
所
得
や
消
荻
の
大
い
さ
は
決
ま
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
投
資
が
、
純
投
資
は
も
ち
ろ
ん
補
填
投
資
さ
え
も
、
あ
る
標
準
的
分
量

の
利
洲
を
も
た
ら
す
の
で
な
け
れ
ぼ
行
な
わ
れ
な
い
旨
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
原
準
的
率
を
９
と
す
れ
ぼ
、
　
」
ミ
ー
－
票
」
ト

十
」
５
な
る
こ
と
が
、
」
ト
十
三
＼
な
る
投
資
を
誘
囚
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
生
産
諾
部
面
を
二
大

部
門
に
総
括
す
れ
ぼ

　
　
　
　
、
」
き
　
１
１
…
」
ミ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
呂

　
　
　
　
」
＼
一
十
」
‘
　
」
ト
心
十
」
ぺ
心

は
・
新
投
資
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
利
潤
率
の
平
均
化
を
規
定
す
る
。
ま
ず
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
規
模
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
利
澗
増
加

　
　
　
不
均
等
発
醍
と
不
均
衡
発
焚
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
七
七
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
七
八
○
）

が
予
想
さ
れ
よ
う
。
こ
の
予
想
は
ど
ん
な
生
産
関
係
の
も
と
で
ど
れ
だ
け
の
労
働
者
を
傭
う
か
　
（
」
ミ
ー
１
、
」
、
）
、
或
は
同
じ
こ
と

で
あ
る
が
、
ど
ん
茎
産
関
係
の
下
で
ど
ん
な
生
産
方
法
を
用
い
ど
れ
だ
け
資
本
ス
ト
ツ
ク
を
増
加
す
る
か
一
ミ
↓
と
に
か

ん
す
る
。
汰
る
ほ
ど
予
想
枇
現
実
と
食
い
ち
が
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
個
々
の
資
本
塚
に
っ
い
て
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て

は
一
部
の
食
い
違
い
は
他
の
逆
の
方
向
の
食
い
違
い
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
。
ど
れ
だ
け
利
潤
が
増
加
す
る
か
、
〃
の
大
い
さ
は
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

ね
に
客
観
的
要
窪
よ
三
決
定
さ
れ
る
。
他
方
に
お
い
て
利
潤
の
標
準
的
率
屋
与
え
ら
れ
て
い
る
。
坐
乏
．
ひ
と
し
い
投
資

」
ト
十
」
ぺ
が
え
ら
ぼ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
二
つ
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
今
期
行
わ
れ
る
資
本
家
の
投
資
」
ト
十
」
ぺ
は
、
来
期
の
労
働
者
所
得
及
び
資
本
家
所
得
を
」
ぺ
十
」
ミ
だ
げ
増
加
す
る
・

す
な
わ
ち
そ
れ
は
来
期
の
所
得
を
決
定
す
る
。
っ
ぎ
に
今
期
の
資
本
家
の
投
資
が
そ
の
貯
蓄
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
今

期
の
資
本
家
の
消
費
の
大
い
さ
が
定
ま
る
。
す
な
わ
ち
今
期
の
消
費
は
労
働
者
の
消
費
（
そ
れ
は
す
で
に
今
期
の
は
じ
め
に
決
っ
て
い
る
）

プ
ラ
ス
資
本
家
の
消
費
ぺ
十
宍
十
」
宗
１
－
ぺ
十
ミ
ー
吻
に
ひ
と
し
い
。
　
こ
う
し
て
岬
式
は
今
期
の
消
費
に
媒
介
さ
れ
て
来
期
の
生
産

が
行
わ
れ
る
過
程
を
、
す
な
わ
ち
再
生
産
過
程
を
規
定
す
る
基
本
的
経
済
法
則
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
わ
れ
わ
れ
は
岬
式

を

　
　
　
　
｝
１
１
｝
１
Ｉ
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５

で
示
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
箪
三
の
論
点
は
利
潤
率
の
平
均
化
が
個
々
の
資
本
家
の
意
識
の
背
後
に
あ
る
客
観
的
な
過
租
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
々
の
資

本
に
は
利
潤
、
し
た
が
っ
て
利
潤
率
を
最
大
に
し
よ
う
と
す
る
推
進
動
機
に
基
く
競
争
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
競
争
は
二
重
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
個
々
の
資
本
は
同
一
生
産
部
面
で
は
、
競
争
に
よ
っ
て
成
立
し
た
一
物
一
価
の
下
で



相
異
る
利
潤
率
を
得
る
。
標
準
以
上
の
利
潤
率
を
う
る
企
業
は
そ
う
で
な
い
企
業
の
犠
牲
に
お
い
て
蓄
積
を
増
大
し
、
生
産
と
市
場

を
拡
大
す
る
。
だ
か
ら
同
一
部
面
内
の
企
業
ル
生
産
の
規
模
の
格
差
は
っ
よ
ま
る
。
同
時
に
他
方
で
個
々
の
資
本
は
、
利
潤
率
の
ヨ

リ
低
い
生
産
部
面
を
去
っ
て
、
そ
れ
が
ヨ
リ
高
い
生
産
部
面
へ
参
加
し
よ
う
と
し
て
競
争
す
る
。
こ
の
競
争
は
貨
本
流
入
部
面
の
生

産
を
拡
大
し
、
流
出
部
面
の
そ
れ
を
縮
少
す
る
。
利
潤
率
が
平
均
化
さ
れ
る
過
程
が
生
産
部
面
の
あ
い
だ
の
生
産
の
格
差
を
ひ
ろ
げ

る
。
こ
の
格
差
は
、
流
入
部
面
の
技
術
的
に
必
要
な
資
本
最
低
量
が
大
き
い
ほ
ど
っ
よ
ま
る
。
な
ぜ
た
ら
弱
小
零
細
資
本
は
、
ヨ
リ

低
い
利
潤
率
の
生
産
部
面
に
残
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
不
均
等
が
平
均
化
を
生
み
、
平
均
化
が
不
均
等
を
っ
よ
め
る
過

程
は
お
よ
そ
右
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
委
く
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
ヨ
　
最
後
に
需
要
に
っ
い
て
論
及
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
平
均
利
潤
率
は
競
争
に
よ
っ
て
資
本
（
し
た
が
っ
て
労
働
）
の
移
動
が
白
由

　
（
に
行
な
わ
れ
る
結
果
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
競
争
の
始
発
点
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
も
し
も
平
均
利
澗
率
が
は
じ
め

に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ぼ
、
ヨ
リ
高
い
有
機
的
構
成
を
も
っ
生
産
部
面
に
対
し
て
は
、
同
様
に
ヨ
リ
高
い
剰
余
価
値
率
が
与
え

ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
或
る
生
産
郁
面
が
他
の
生
鹿
郁
面
か
ら
寮
本
を
吸
引
し
、
或
は
他
の
生
産
郁
面
よ
り
も
ヨ

リ
強
い
蓄
積
を
行
な
う
誘
内
は
存
在
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
に
も
、
各
々
の
生
産
郁
面
の
内
郁
で
は
渚
企
茉
…
に
利
澗
率
の

格
差
が
あ
り
、
蓄
積
と
生
産
の
発
展
に
格
差
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
或
る
生
産
郁
面
が
ど
ん
な
場
合
に
、
全
体
と
し
て

優
先
的
に
発
展
す
る
か
と
い
う
閉
題
と
は
別
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
利
澗
率
平
均
化
に
か
ん
し
マ
ル
ク
ス
が
前
捉
し
た
過
秋
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
生
陸
沽
部

面
の
有
機
的
構
成
は
梢
異
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
部
面
利
澗
率
も
榊
異
る
。
有
機
的
構
成
の
ヨ
リ
向
い
郁
而
の
利
澗
率
は
ヨ
リ
低
い
。

そ
こ
で
資
本
は
有
機
的
構
成
の
ヨ
リ
高
い
部
面
か
ら
去
っ
て
、
ヨ
リ
低
い
部
面
に
流
入
す
る
。
前
の
郁
面
で
は
生
産
し
た
が
っ
て
供

　
　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
七
八
一
）

、



　
　
　
↓
ゾ
一
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
七
八
二
）

給
減
少
↓
価
格
隣
貨
↓
利
澗
率
上
昇
。
後
の
部
面
で
は
逆
の
過
程
。
そ
し
て
こ
の
相
反
的
な
利
潤
率
の
運
臥
か
ら
そ
の
平
均
化
が
生

じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
も
こ
れ
が
利
潤
率
平
均
化
の
過
程
だ
と
す
れ
ぼ
、
資
本
は
つ
ね
に
有
機
的
構
成
が
ヨ
リ
低
く
利
潤
率

が
ヨ
リ
高
い
祁
面
に
向
っ
て
流
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
ふ
つ
う
消
費
財
諸
部
面
は
生
産
財
諾
部
面
よ
り
も
ヨ
リ
低
い
有
機
的
構
成
を

も
っ
か
ら
、
消
砕
一
財
郁
門
は
、
た
え
ま
な
い
利
潤
率
の
平
均
化
過
程
で
優
先
的
に
発
屋
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
生
産
財
倍
郁
血
の
慶
先
的
党
展
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
そ
の
利
潤
率
は
消
徴
財
諸
部
面
の
利
潤
率
よ
り
高
く
な
け
れ
ぼ
な
る
ま
い
。

す
な
わ
ち
有
機
的
構
成
の
ヨ
リ
高
い
渚
部
面
で
利
澗
率
は
ヨ
リ
高
く
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
単
に
有
機
的
構
成
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て

ヨ
リ
多
く
の
役
資
が
流
入
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
有
機
的
構
成
が
ヨ
リ
高
い
上
に
利
潤
率
も
商
い
の
で
、
は
じ
め
て
生
産
財
都
面

の
優
先
的
発
及
も
成
り
立
つ
。
同
一
牛
産
部
面
内
の
諾
企
業
閉
で
は
、
有
機
的
構
成
の
ヨ
リ
高
い
企
業
に
ヨ
リ
高
い
利
潤
率
が
保
一
証

さ
れ
る
仕
糾
が
あ
る
。
競
サ
が
一
物
一
．
伽
を
成
立
ざ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
杣
異
る
生
産
諦
部
面
閉
で
は
そ
れ
が
な
い
。
そ
う
だ
と
す

る
と
わ
れ
わ
れ
は
、
否
応
な
し
に
需
要
の
問
越
に
ぶ
っ
っ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
も
し
も
投
資
需
要
が
増
大
す
る
な
ら
ぼ
、

有
機
的
桃
成
の
ヨ
リ
一
＾
い
止
産
財
郁
…
で
伽
格
、
し
た
が
っ
て
利
澗
率
が
増
大
し
、
そ
れ
が
こ
の
榊
門
へ
汽
木
を
吸
引
し
新
た
な
蓄

秋
を
州
大
す
る
。
し
か
し
や
が
て
生
産
し
た
が
っ
て
供
給
の
増
大
は
価
格
と
利
澗
率
を
ひ
き
さ
げ
、
有
機
的
構
成
の
ヨ
リ
低
い
消
費

財
榊
門
の
杣
反
的
連
動
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
、
利
澗
率
の
平
均
化
が
生
じ
る
。
か
よ
う
な
平
均
化
の
過
程
は
、
生
産
財
郁
門
の
優

先
的
発
泌
と
い
う
意
味
で
の
不
変
等
発
展
を
含
ん
で
い
る
。
ぶ
っ
っ
か
ざ
る
を
え
な
い
需
要
の
閉
題
と
い
う
の
は
、
か
よ
う
な
需
要

の
大
い
さ
と
そ
の
バ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
利
洲
率
平
均
化
の
過
祝
で
前
捉
さ
れ
る
需
要
の
扱
い
方
が
、
マ
ル
ク
ス
の
場
合
ま
ち
が
っ
て
い
る
な
ど
と
云
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
、
、
止
咋
吋
の
供
給
が
、
生
昨
財
の
需
要
１
－
投
流
需
要
を
こ
え
、
そ
れ
に
照
応
し
な
く
な
っ
た
不
況
の
局
血
で
は
、
た



し
か
に
マ
ル
ク
ス
が
想
定
し
た
よ
う
な
、
有
機
的
構
成
の
ヨ
リ
高
い
生
産
財
部
門
の
縮
少
と
有
機
的
構
成
の
ヨ
リ
低
い
消
費
財
部
門

の
拡
大
と
い
う
形
態
で
の
利
潤
率
の
平
均
化
が
生
じ
よ
う
。
そ
れ
は
投
資
需
要
の
縮
少
と
消
費
需
－
要
の
拡
大
と
い
う
需
要
の
パ
タ
ー

ソ
変
化
へ
の
適
応
形
態
を
と
っ
た
利
潤
率
の
平
均
化
で
あ
る
。
し
か
し
全
く
同
様
に
、
投
資
需
要
に
く
ら
べ
生
産
財
供
給
の
不
足
が

生
じ
る
好
況
の
局
面
で
は
、
わ
た
く
し
が
述
べ
た
よ
う
な
形
で
利
潤
率
の
平
均
化
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
利
潤
率
の
平
均
化
が
生
じ

る
た
め
に
は
、
生
産
部
而
問
に
資
木
の
移
動
が
白
由
に
行
な
わ
れ
る
だ
げ
で
充
分
で
あ
る
。
げ
れ
ど
も
こ
の
平
均
化
を
通
じ
て
生
産

財
部
門
の
優
先
灼
発
展
が
生
じ
る
の
は
、
こ
の
部
門
の
蓄
積
利
潤
率
が
、
ふ
だ
ん
に
消
費
財
部
門
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
傾
向
が
存

在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
は
や
、
単
な
る
利
澗
率
の
平
均
化
（
資
本
の
白
山
た
移
動
に
ょ
る
）
を
こ
え
た
投
資
需
要
決
定
の
問

題
で
あ
り
、
経
済
成
艮
の
問
題
で
あ
る
。

　
剛
　
一
般
に
投
資
箒
要
が
ど
ん
な
仕
糾
で
決
定
さ
れ
る
か
は
、
前
節
お
よ
び
本
節
で
わ
た
く
し
が
説
明
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で

　
（
あ
る
。
こ
の
仕
糾
は
瑞
的
に
次
の
よ
う
な
式
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
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＋
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或
は
こ
れ
を
成
長
率
で
表
わ
し
て
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Ｈ
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言
１
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（
Ｈ
、
ジ
）
）

　
及
び

　
　
　
不
均
箏
発
灰
と
不
均
術
発
服
（
二
）
（
雄
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
七
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
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四
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八
六
一
七
八
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｝
Ｈ
｝
１
１
ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆

と
し
て
も
よ
い
。

す
な
わ
お
或
崎
は
再
生
省
均
衡
条
件
を
答
し
、
岬
或
島
は
基
本
的
舞
法
則
た
る
平
均
利
潤
率
の
作
用
を
規
定
す
る
・

基
本
的
経
済
法
則
が
不
均
等
震
を
い
か
に
規
制
す
る
か
、
い
ま
そ
れ
を
８
に
よ
て
て
明
ズ
に
し
よ
う
・
享
婆
の
大
い

さ
と
配
分
筍
式
に
よ
つ
て
定
ま
る
。
っ
ぎ
に
こ
う
し
て
定
ま
一
ポ
投
票
各
茜
で
の
貯
蓄
に
ひ
と
し
い
こ
と
が
資
本
制
再
生
産

の
均
衡
条
件
で
あ
る
。
こ
の
投
資
は
必
ら
ず
し
存
蓄
と
ひ
と
し
く
は
な
い
。
珪
雀
投
資
は
麻
壼
さ
れ
る
べ
主
産
力
に

依
存
し
、
貯
蓄
は
す
で
に
豚
の
生
産
力
に
よ
一
て
視
定
さ
れ
た
資
本
寄
得
と
貯
薫
一
一
ル
ク
ス
が
「
剰
余
檀
の
収
人
と
筆
一

の
分
割
一
と
呼
ん
だ
も
の
一
に
よ
つ
て
、
す
で
に
大
い
さ
が
与
え
ら
れ
を
の
だ
か
ら
で
あ
る
・
災
は
こ
の
両
者
の
一
致
の
差
ら

ず
、
そ
の
不
表
言
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
貯
蓄
・
投
資
の
均
衡
と
そ
の
破
壊
と
を
規
定
す
る
ｊ
一
れ
は
○
つ
岬
の
二
式
が
・
湖

的
恐
慌
に
よ
つ
て
媒
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
嚢
簸
の
孟
程
島
定
す
る
、
資
本
制
再
生
産
の
碕
の
定
式
化
で
あ
る
こ
と
圭
一
一

味
し
よ
う
。
わ
た
く
し
は
こ
こ
で
二
点
に
つ
い
て
補
足
し
た
い
・

耽
一
、
○
つ
式
が
．
岬
式
に
規
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
栗
制
再
生
産
の
均
衡
条
件
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
こ
と
は
・
○
つ
を
そ
れ
だ
け
と
一

て
み
れ
ぼ
、
ど
ん
な
杜
会
の
再
生
産
を
も
視
定
す
る
と
こ
ろ
の
形
式
的
、
一
般
的
な
再
生
陸
の
均
衡
条
件
式
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・

そ
れ
は
独
貞
階
の
資
本
主
義
生
窪
あ
て
は
ま
る
と
同
様
に
、
杜
会
主
義
再
生
産
に
も
あ
て
は
ま
る
・
最
大
蛉
澗
の
箭
在

会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
川
も
、
こ
の
、
再
生
陸
の
均
衡
条
作
を
と
お
し
て
ｎ
ら
を
仰
一
倣
せ
ざ
る
を
え
な
い
・

　
塘
二
の
補
た
は
、
再
生
産
の
法
則
の
咋
用
に
か
ん
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
革
な
る
生
産
財
部
門
の
優
先
的
潅
展
と
い
う

意
味
で
の
不
均
等
売
展
は
、
再
生
睦
の
一
般
的
な
均
衡
条
件
を
規
定
す
る
い
式
に
よ
っ
て
脱
閉
さ
れ
う
る
。
し
か
し
か
よ
う
な
小
均



藁
展
は
・
需
給
均
等
ポ
前
提
の
う
え
に
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
一
般
的
な
不
均
等
奮
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
不
均

等
発
展
は
「
剰
余
生
産
」
が
委
く
蓄
積
さ
れ
、
必
要
な
労
働
力
が
恰
か
も
委
く
供
給
さ
れ
う
る
再
生
産
を
仮
定
し
て
い
る
。
前
稿
コ

ソ
ラ
ッ
ド
や
フ
ラ
ソ
ヶ
ル
の
成
長
モ
デ
ル
も
ま
た
か
よ
う
な
完
全
能
力
操
業
を
前
提
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
と
の

類
似
は
そ
こ
で
終
る
・
マ
ル
ク
ス
の
ぼ
あ
い
に
は
こ
の
需
給
均
等
は
資
本
主
義
の
下
で
の
基
本
的
経
済
法
則
に
固
く
制
約
さ
れ
て
い

る
・
す
な
わ
ち
不
均
等
発
展
は
た
え
ま
な
い
不
均
衡
の
な
か
で
、
周
期
的
恐
慌
を
と
お
し
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
、

　
ど
ん
な
生
産
も
生
産
手
段
の
生
産
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
。
と
り
わ
け
技
術
革
新
が
行
わ
れ
新
製
品
が
開
発
さ
れ
る
と
き
に
は
そ
う

で
あ
る
・
ま
づ
生
産
財
の
需
要
が
ふ
え
、
生
産
財
部
門
の
利
潤
（
」
ミ
一
）
が
ふ
え
投
資
（
」
ト
十
」
５
）
が
ふ
え
る
。
　
一
方
で
は
生

産
財
部
門
の
貯
蓄
不
足
（
ｐ
〈
」
ト
十
」
メ
）
を
充
足
す
る
た
め
に
貯
蓄
が
消
費
財
部
門
か
ら
流
入
す
る
。
　
他
方
で
は
生
産
財
の
増

産
は
こ
の
部
門
の
所
得
し
た
が
っ
て
消
費
を
増
加
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
消
費
財
需
要
が
増
加
し
こ
の
部
門
の
投
資
を
誘
発
す
る
。

（
」
メ
十
」
お
１
－
」
ト
）
だ
か
ら
生
産
財
の
生
産
は
累
積
的
に
増
大
し
、
　
こ
の
部
門
の
優
先
的
発
展
が
生
じ
る
。
　
し
か
し
や
が
て
投

資
の
供
給
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
・
新
技
術
と
新
製
品
と
が
行
き
わ
た
る
と
生
産
財
の
需
要
は
増
加
を
ゆ
る
め
る
。
利
潤
の
増
加
（
」

ミ
一
）
は
緩
漫
と
な
り
、
低
下
す
る
利
潤
率
に
対
応
し
て
投
資
（
」
ト
十
」
‘
）
が
減
少
す
る
。
生
産
財
部
門
の
貯
蓄
は
過
剰
と
な
り

流
出
の
誘
因
が
つ
よ
ま
る
・
し
か
し
こ
の
都
門
の
所
得
成
長
の
鈍
化
は
晩
か
れ
早
か
れ
消
費
の
伸
び
を
抑
え
る
か
ら
、
消
費
財
部
門

に
。
お
い
て
も
ま
た
投
資
の
増
加
す
る
誘
因
は
弱
く
な
る
。
こ
う
し
て
全
般
的
な
貯
蓄
過
剰
が
生
じ
る
。
商
品
及
び
資
本
の
輸
出
を
無

視
す
れ
ぼ
・
貯
蓄
過
剰
は
生
産
財
部
門
の
有
機
的
構
成
を
高
め
る
合
理
化
と
生
産
の
迂
回
化
を
促
准
一
す
る
で
あ
ろ
う
。
恐
慌
は
一
大

新
投
資
の
出
発
点
と
な
る
。
全
般
的
貯
蓄
過
剰
の
な
か
で
、
生
産
財
部
門
の
優
先
的
発
展
は
か
え
っ
て
っ
よ
ま
る
。

　
こ
こ
で
産
業
循
環
の
全
局
面
に
わ
た
り
詳
論
す
る
こ
と
は
、
わ
た
く
し
の
目
的
で
は
な
い
。
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
で
あ
る
産

　
　
　
　
不
均
等
震
と
不
均
衡
震
一
二
一
一
建
林
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
一
七
八
五
一

■
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業
循
環
の
主
要
な
局
面
に
わ
た
っ
て
、
生
産
財
部
門
の
優
先
的
発
展
が
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
或
は
不
均
衡
発
展
が
資
本
制
的

不
均
等
発
展
の
本
質
的
な
媒
介
契
機
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
指
摘
す
れ
ば
わ
た
く
し
の
目
的
は
果
さ
れ
る
。

　
）
　
伍
　
さ
て
現
代
資
本
主
義
の
一
般
的
基
礎
は
独
占
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
経
済
法
則
は
独
占
利
潤
率
の
法
則
で
あ
る
・
こ
の
こ
と

は
資
本
制
再
生
産
の
法
則
を
ど
ん
な
ふ
う
に
モ
デ
ィ
フ
ア
ィ
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
競
争
の
主
体
は
個
々
の
企
業
で
あ
る
。
こ
の
企
業
が
特
別
剰
余
価
値
を
求
め
て
ヨ
リ
す
ぐ
れ
た
生
産
方
法
を
模
索
す
る
競
争
の
過

程
の
中
に
、
す
で
に
独
占
の
萌
芽
は
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
或
る
企
業
が
、
市
場
価
格
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
供
給
シ
ェ
ァ
を
占
め
る

可
能
性
が
す
で
に
存
在
す
る
。
独
占
の
可
能
性
を
現
実
性
に
転
化
す
る
契
機
は
資
本
の
集
中
・
集
積
で
あ
る
。
だ
か
ら
信
用
と
株
式

の
制
度
は
独
占
を
現
実
性
に
転
化
す
る
具
体
的
契
機
で
あ
る
。

　
競
争
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
独
占
の
作
用
も
ま
た
二
重
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
独
占
は
一
方
で
は
同
一
生
産
部
面
内
部
で
・
同
時

に
他
方
で
は
相
異
る
生
産
諸
部
面
の
問
で
作
用
す
る
。

　
ま
ず
独
占
企
業
は
、
そ
の
属
す
る
生
産
郁
面
の
供
給
の
大
半
を
左
右
し
そ
の
価
格
を
白
由
に
指
定
す
る
。
独
占
企
業
は
ヨ
リ
す
ぐ

れ
た
生
産
方
法
を
用
い
て
費
用
価
格
を
ひ
き
下
げ
、
ヨ
リ
低
い
市
場
価
格
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
均
以
下
の
諾
企
業
の
供
給

を
奪
い
、
資
本
と
生
産
を
集
中
す
る
。
こ
れ
は
独
占
の
進
歩
的
側
面
で
あ
る
。
こ
の
作
用
が
、
独
占
企
業
の
属
す
る
生
産
部
面
で
総

価
値
が
総
仙
格
に
ひ
と
し
い
と
い
う
伽
値
法
則
に
基
い
て
生
じ
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
独
占
企
業
の
市
場
支
配
の
体

制
が
で
き
上
が
っ
て
し
ま
え
ぼ
、
独
占
企
業
は
現
有
の
生
産
方
法
と
設
嫡
に
依
拠
し
て
、
他
の
非
独
占
生
産
部
面
か
ら
価
値
以
下
に

買
い
、
ｎ
ら
は
伽
他
以
上
に
売
っ
て
独
占
利
澗
を
貧
る
腐
朽
性
が
強
ま
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
剖
面
に
わ
た
り
総
仙
他

が
総
仙
格
に
ひ
と
し
い
と
い
う
仙
値
法
則
に
基
い
て
行
な
わ
れ
る
作
用
形
態
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
次
の
点
で
あ
る
・



　
す
な
わ
ち
独
占
は
（
娩
争
も
そ
う
だ
が
）
価
値
法
則
の
作
用
彫
態
を
変
化
さ
せ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
則
を
止
揚
し
な
い
と
い

う
こ
と
・
競
争
の
場
合
は
、
周
知
の
よ
う
に
同
一
生
産
部
面
内
部
で
一
個
の
市
場
価
格
（
一
物
一
価
）
が
成
立
す
る
。
　
こ
の
価
格
は

無
法
則
に
。
変
動
す
る
の
で
は
な
い
。
た
え
ず
そ
の
生
産
物
の
需
給
を
均
等
な
ら
し
め
る
市
場
価
値
の
水
準
を
め
ぐ
っ
て
変
動
す
る
。

市
場
価
値
は
市
場
価
格
の
落
ち
つ
く
べ
き
水
準
を
示
す
ぼ
か
り
で
な
く
、
こ
の
価
格
で
標
準
的
な
利
潤
を
あ
げ
え
な
い
平
均
以
下
の

企
業
を
生
産
の
戦
列
か
ら
ふ
る
い
お
と
す
。
す
な
わ
ち
市
場
価
値
の
法
則
は
流
通
と
生
産
を
規
制
す
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
独
占
は
そ
れ
が
等
一
な
市
場
価
値
仙
格
を
成
立
さ
せ
な
い
か
ぎ
り
で
は
、
市
場
価
値
の
法
則
を
否
定
す
る
も
の
と

い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
或
る
生
産
物
の
総
需
要
と
総
供
給
と
は
も
し
も
競
争
が
行
わ
れ
た
な
ら
ぼ
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
市

場
価
値
以
上
の
独
占
価
格
と
市
場
価
値
以
下
の
非
独
占
価
格
と
、
二
本
の
価
格
に
お
い
て
一
致
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
価

格
差
が
品
質
の
差
に
帰
せ
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
市
場
価
値
の
法
則
は
否
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
た
と
え
ぼ
独
占
は
価
格
で
競
争
し

な
い
で
品
質
で
競
争
す
る
と
い
っ
た
ば
あ
い
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
非
独
占
企
業
は
独
占
商
品
と
同
等
の
品
質
の
生
産
物
を
、

独
占
価
格
と
同
じ
価
格
で
は
供
給
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
か
な
い
。
だ
か
ら
こ
こ
で
二
本
の
価
格
と
い
う
の
は
、
商
品
が
同
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ー
ツ
ヨ
ナ
ル

な
場
令
に
も
な
お
区
別
さ
れ
る
独
占
価
格
と
非
独
占
伽
格
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
い
わ
ぼ
観
念
的
な
市
場
価
値
は
な
お
存
在
す
る
で

あ
ろ
う
・
た
と
え
ぼ
或
る
生
産
部
面
で
超
過
供
給
が
生
じ
た
ぼ
あ
い
を
想
定
し
よ
う
。
競
争
の
場
合
に
は
一
本
の
市
場
価
格
の
下
落

と
い
う
形
態
で
あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
総
仙
値
を
下
廻
る
総
価
格
は
、
こ
の
場
合
に
は
非
独
占
に
価
格
と
利
澗
の
低
下
が
シ
ワ
寄
せ

ら
れ
激
し
い
陶
汰
が
進
み
、
そ
の
犠
牲
に
お
い
て
独
占
の
伽
格
と
利
潤
が
管
理
さ
れ
る
。
こ
の
管
理
は
独
占
が
マ
ス
．
コ
、
、
、
に
よ
っ

て
白
ら
創
出
し
た
杜
会
心
理
的
な
も
の
（
沽
倣
者
逃
好
）
か
ら
政
治
的
な
も
の
一
補
助
企
や
液
税
）
に
至
る
ま
で
、
一
切
の
要
囚
の
組
織

化
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
組
織
化
を
－
ら
に
有
利
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
独
占
企
業
棚
互
閉
の
競
争
（
独
山
と
い
う
名
の
寡
占
）

　
　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
七
八
七
）
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は
非
独
占
の
内
部
の
競
争
と
併
存
し
、
市
場
価
値
価
格
は
あ
ら
ゆ
る
個
別
価
格
に
分
岐
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
も
し
も
あ
ら

ゆ
る
企
業
が
そ
の
生
産
物
を
個
別
価
値
の
と
お
り
に
売
る
の
で
あ
れ
ぼ
、
総
じ
て
独
占
が
系
統
的
に
非
独
占
を
収
奪
す
る
価
値
法
則

は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
独
占
の
価
格
と
利
潤
は
総
価
値
が
総
価
格
に
ひ
と
し
い
と
い
う
価
値
法
則
に
し
ぼ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
観
念
的
な
市
場
価
値
が
独
占
と
非
独
占
の
価
格
形
式
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
他
方
に
お
い
て
独
占
は
相
異
る
生
産
諾
部
面
問
で
作
用
す
る
。
こ
の
作
用
は
競
争
の
ぼ
あ
い
と
ど
ん
な
に
ち
が
う
で
あ
ろ
う
か
。

競
争
の
ぼ
あ
い
に
は
、
生
産
諸
部
面
間
の
資
本
の
自
由
移
動
に
よ
っ
て
、
各
部
面
の
利
潤
率
の
平
均
化
が
生
じ
る
。
そ
れ
が
た
め
に

は
、
単
な
る
商
品
の
自
由
移
動
を
し
か
前
提
し
な
い
市
場
価
値
の
法
則
の
段
階
に
く
ら
べ
て
、
ヨ
リ
高
度
な
商
品
生
産
の
段
階
を
前

提
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
し
か
し
競
争
か
ら
独
占
へ
段
階
が
移
っ
た
ぼ
あ
い
、
利
潤
率
の
部
面
問
格
差
は
平
均
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

答
え
は
否
定
的
で
あ
る
。

　
競
争
の
ぼ
あ
い
利
潤
率
の
均
等
化
を
も
た
ら
す
の
は
資
本
の
部
面
問
白
由
移
動
で
あ
る
が
、
こ
の
移
動
は
、
た
と
え
ぼ
設
備
機
械

を
そ
の
ま
ま
或
る
部
面
か
ら
他
の
部
面
へ
物
理
的
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
資
本
移
動
の
最
大
規

模
は
、
減
価
貨
却
積
立
を
置
換
投
資
に
充
当
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
他
の
部
面
に
投
資
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
エ
ソ
ド
・
ビ
ル
ド
方
式

に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、
こ
の
場
合
資
本
移
動
は
固
定
設
嚇
の
耐
用
期
問
に
わ
た
っ
て
除
々
に
し
か
行
な
わ
れ
な
い
。
利
澗
率
均
等
化

の
主
要
な
チ
ャ
ネ
ル
は
、
む
し
ろ
新
投
資
の
配
分
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
既
に
述
べ
た
と
お
り
蓄
秩
利
澗
率
が
桐
等
し
く
な

る
よ
う
に
、
或
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
利
澗
の
ヨ
リ
多
い
部
面
に
は
ヨ
リ
多
く
の
投
資
が
ふ
り
む
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
二
の
資
木
移
動
と
新
投
覧
配
分
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
は
独
占
の
場
含
に
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
独
占
は
仰
投
資
と
新
投
筑
と

が
利
澗
率
の
ヨ
リ
高
い
部
面
に
流
入
す
る
と
い
う
基
本
的
法
則
に
基
い
て
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
売
醍
す
る
。
い
わ
ゆ
る
筑
本
の
〔



由
な
移
動
と
は
、
投
資
の
パ
タ
ー
ソ
が
利
潤
率
の
大
小
に
照
応
し
て
定
ま
る
と
小
う
こ
と
以
外
に
何
も
意
味
し
な
い
。
独
占
は
決
し

て
か
よ
う
な
蓄
積
誘
因
を
否
定
し
な
い
。
投
資
、
と
り
わ
け
新
投
資
の
配
分
が
、
蓄
積
利
潤
率
が
相
等
し
く
な
る
よ
う
に
配
分
さ
れ

ね
ぼ
た
ら
ぬ
と
い
う
法
則
は
独
占
の
場
合
に
も
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
い
ま
独
占
セ
ク
タ
ー
を
北
、
非
独
占
セ
ク
タ
ー
を
ツ
と
し
、
各
々
新
投
資
に
よ
っ
て
」
ミ
ミ
」
ミ
・
の
独
占
及
び
非
独
占
利
潤
を

う
る
も
の
と
し
よ
う
・
も
し
も
独
占
が
行
わ
れ
な
い
な
ら
ぼ
こ
の
利
潤
は
ぐ
」
ミ
ミ
ぐ
」
ミ
、
と
な
る
筈
で
あ
る
。
　
（
生
産
さ
れ
た
総

剰
余
価
値
は
実
現
さ
れ
た
総
剰
余
価
値
に
相
等
し
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
外
国
貿
易
に
よ
る
不
箏
価
交
扱
を
捨
蒙
し
、
総
沽
、
一
ｍ
要
と
総
供
給
、
、
、
が
相
等
し

い
と
仮
定
し
ょ
う
）
・
ら
は
平
均
利
澗
が
独
占
利
潤
を
下
廻
る
率
、
、
は
平
均
利
潤
が
非
独
占
利
潤
を
上
廻
る
率
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
芒

は
　
　
　
　
ぐ
」
ミ
、
十
“
」
ミ
、
１
１
」
ミ
、
十
」
ミ
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
或
は

　
　
　
　
（
－
ー
ぐ
）
」
ミ
、
十
（
Ｈ
ｌ
“
）
」
ミ
、
１
１
０

を
満
足
す
る
率
で
あ
っ
て
、
ぐ
く
Ｈ
〈
“
な
る
関
係
が
あ
る
。
こ
の
式
は
独
占
利
澗
の
源
痕
が
非
独
占
セ
ク
タ
ー
に
あ
る
と
い
う
価

値
法
則
を
示
し
て
い
る
。
蓄
積
誘
因
方
程
式
は
、
い
ま
や

　
　
　
　
　
、
・
」
ミ
・
”
　
、
、
」
ミ
ｋ
１
－
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
、

　
　
　
　
」
ト
、
十
」
ぺ
、
　
」
＼
い
十
」
ミ
｝

を
も
っ
て
示
さ
れ
よ
う
。

　
こ
の
蓄
積
誘
因
方
程
式
は
独
占
セ
ク
タ
ー
の
蓄
債
利
潤
率
が
非
独
占
セ
ク
タ
ー
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
二
と
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
不
均
等
発
醍
と
不
均
衡
発
醍
（
二
）
（
建
林
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
七
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
　
（
七
九
〇
）

　
　
　
　
　
」
ミ
、
　
　
ｂ
　
　
」
ミ
、
　
－
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
皇
斗
ミ
、
１
１
一
〉
」
■
■
］
き
１
“

な
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
吋
は
こ
れ
を
書
き
か
え
れ
ぼ

　
　
　
　
ぐ
～
、
１
－
（
毛
’
、
１
１
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆
、

で
あ
る
。
但
、
〃
、
～
は
独
占
及
び
非
独
占
セ
ク
タ
ー
の
利
潤
率
で
あ
る
。

　
）
　
伏
　
独
占
は
生
産
力
の
一
、
Ｎ
度
で
巨
大
な
発
展
を
前
提
と
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
じ
た
い
は
生
産
手
段
の
所
有
に
か
ん
す
る
ヵ

テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
独
占
・
非
独
占
の
区
別
は
所
有
の
単
位
で
あ
る
と
こ
ろ
の
個
々
の
企
業
に
っ
い
て
行
な
わ
れ

る
区
分
で
あ
っ
て
、
杜
会
的
分
業
の
形
態
を
し
め
す
と
こ
ろ
の
農
業
、
工
業
等
の
大
区
分
や
重
化
学
工
業
や
軽
工
業
等
の
中
区
分
乃

至
い
ろ
ん
な
小
区
分
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
怜
度
こ
の
杜
会
的
分
業
の
諾
形
態
が
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
過
程
で

使
用
仙
侃
に
賦
与
さ
れ
た
再
生
虚
機
能
に
よ
る
区
分
、
生
産
財
と
消
費
財
と
の
区
分
に
一
致
し
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
不
一

致
が
、
た
と
え
ば
同
際
分
業
を
含
む
世
界
市
場
で
の
再
生
庇
を
分
析
す
る
場
合
、
厄
介
な
閉
題
を
捉
起
す
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
独
占
．
非
独
山
と
二
一
、
柿
門
分
割
に
っ
い
て
も
同
様
に
丙
難
な
…
題
が
あ
る
。
独
占
は
し
ぼ
し
ぼ
原
料
か
ら
完
成
消
費
財
に
至
る
ま

で
生
庇
の
全
逃
秤
を
承
握
す
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ぼ
倹
品
工
業
、
ｎ
動
車
工
業
等
は
そ
の
代
表
的
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
山
の
成
立
も
発
於
も
祉
会
的
再
生
床
過
札
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
過
租
の
正
し
い
把
握

な
し
に
は
独
｛
の
莇
熊
は
把
探
で
き
た
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
生
麻
財
、
消
費
財
の
各
郁
門
を
独
占
・
非
独

占
に
分
割
せ
ね
ぼ
た
ら
な
い
。
そ
れ
は
不
可
能
で
は
な
い
が
而
倒
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
そ
こ
で
い
ま
こ
こ
で
は
、
単
純
化
の
た
め
に
生
産
財
部
門
１
１
独
占
セ
ク
タ
ー
、
消
費
財
部
門
Ｎ
非
独
占
セ
ク
タ
ー
と
仮
定
す
る
。

こ
の
仮
定
が
ど
の
桿
度
ま
で
使
用
に
耐
え
る
か
は
国
々
の
実
態
に
依
存
す
る
。

　
さ
て
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
に
掲
げ
た
吋
蝋
を
二
部
門
に
適
用
し
て

　
　
　
　
」
・
」
ミ
・
■
１
１
■
エ
ミ
ｒ
Ｈ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
５

　
　
　
　
」
＼
一
．
十
、
」
二
　
」
ト
〕
十
」
く
心

　
或
は

　
　
　
　
「
も
－
、
１
１
「
も
Ｍ
，
１
１
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
５

を
得
る
・
但
「
一
く
Ｈ
〈
ぷ
で
あ
っ
て
、
こ
の
式
は
第
一
に
、
独
占
セ
ク
タ
ー
第
－
部
門
の
蓄
積
利
潤
率
が
非
独
占
セ
ク
タ
ー
第
皿
部

門
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
策
－
都
門
の
独
占
利
潤
率
が
第
皿
部
門
の
非
独
占
利
潤
率
よ
り
も
ま
す
ま
す
、
同

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し
、
第
二
に

　
　
　
　
」
ミ
ニ
　
」
ミ
心
１
ー
ト
（
」
ト
十
」
５
）
一
ト
（
」
ト
十
」
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
利
澗
の
大
い
さ
に
照
応
し
て
行
な
わ
れ
る
投
資
の
大
い
さ
が
、
競
争
の
ぼ
あ
い
に
く
ら
べ
て
第
－
部
門
で

□
ド
Ｖ
Ｈ
倍
、
第
■
椰
門
で
－
〈
一
倍
で
あ
っ
て
、
蓄
積
利
潤
率
の
格
差
に
１
応
じ
ま
す
ま
す
多
く
の
投
資
が
第
－
榔
門
に
集
中
す
る

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
独
占
は
不
均
等
発
展
を
強
化
す
る
。

　
他
方
に
お
い
て
円
滑
な
蓄
積
進
行
の
た
め
に
は
、
貯
蓄
が
投
資
に
ひ
と
し
く
な
げ
れ
ぼ
な
ら
ぬ
と
い
う
条
件
は
、
競
争
の
ぼ
あ
い

で
あ
る
と
独
占
の
場
合
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
成
立
せ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
条
件
は
生
陸
財
お
よ
び
消
費
財
の
各
々
に
っ

い
て
、
需
給
の
均
等
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
成
長
率
で
表
示
す
れ
ぼ

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
七
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
七
九
二
）

　
　
　
　
Ｐ
１
１
～
ミ
、
一
　
〇
｝
１
１
♂
｝
、
一
　
３
１
ー
ミ
タ

　
　
　
　
　
一
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
９
ミ
ー
１
、
も
旧
１
Ｉ
ｂ

は
、
独
占
段
階
に
お
げ
る
資
本
制
再
生
産
の
法
則
を
表
示
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
定
式
化
に
お
い
て
・
の
大
い
さ
が
、
平
均

利
潤
率
９
の
大
い
さ
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
忘
る
べ
か
ざ
る
点
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
〔
１
ー
ト
で
あ
っ
て
、
　
こ
の
こ
と
は
独
占
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ー
シ
ョ
ナ
ル

非
独
占
の
蓄
積
利
潤
率
の
格
差
が
、
い
わ
ぼ
観
念
的
な
平
均
利
潤
率
を
媒
介
と
し
て
は
じ
め
て
確
定
で
き
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
～
１
ー
ト
或
は
も
バ
ト
を
も
っ
て
岬
を
書
き
か
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
Ｐ
ｌ
Ｉ
タ
ト
一
Ｐ
ｌ
ｌ
♂
序
一
８
１
１
婁
一

　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
、

　
　
　
　
｝
１
１
｝
…
ｂ

と
し
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
式
は
競
争
の
ぼ
あ
い
に
く
ら
べ
成
長
率
の
要
因
と
し
て
・
を
っ
け
加
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
１
７

を
も
っ
て
独
占
度
を
定
義
し
よ
う
。
ｑ
と
～
と
は
総
価
値
が
総
価
格
に
ひ
と
し
い
と
い
う
価
値
法
則
に
制
紅
さ
れ
て
お
り
、
１
■
は

１
よ
り
大
き
く
ユ
■
は
恰
か
も
そ
れ
を
相
殺
す
る
だ
け
ユ
よ
り
小
さ
い
。
独
占
度
が
っ
よ
ま
る
ほ
ど
ユ
■
は
ま
す
ま
す
大
き
く

１
■
は
ま
す
ま
す
小
さ
い
。
す
な
わ
ち
第
－
部
門
１
１
独
占
セ
ク
タ
ー
は
高
成
長
を
し
め
す
。
　
し
た
が
っ
て
ま
た
こ
の
部
門
の
比
重

が
大
き
い
ほ
ど
全
経
済
の
成
長
率
は
高
ま
る
。

　
こ
の
こ
と
は
し
か
し
、
独
占
が
行
わ
れ
さ
え
す
れ
ぼ
成
長
率
は
高
水
準
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
す
で
に
前
節
で
述

べ
た
と
お
り
、
筑
本
家
所
得
の
成
長
率
、
し
た
が
っ
て
労
働
分
配
率
を
一
定
と
す
れ
ぼ
同
民
所
得
の
成
長
率
は
、
搾
取
率
及
び
不
変

賓
本
の
瑚
加
率
が
大
き
い
ほ
ど
高
く
、
後
者
は
ま
た
雇
用
増
加
率
が
大
き
い
ほ
ど
大
き
く
、
有
機
的
構
成
の
上
昇
率
が
大
き
い
ほ
ど



低
い
。
こ
れ
ら
は
成
長
率
を
決
定
す
る
生
産
力
諸
要
因
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
ぼ
あ
い
独
占
は
、
対
外
的
に
は
生
産

力
水
準
の
ヨ
リ
低
い
国
と
の
不
等
交
換
に
よ
っ
て
、
対
内
的
に
は
非
独
占
を
搾
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
率
室
目
同
め
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ま
た
独
占
は
一
方
で
は
利
潤
率
低
下
の
傾
向
を
止
揚
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ー
シ
ヨ
ナ
ル

潤
率
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一
の
観
念
的
な
平
均
利
潤
率
で
あ
る
か
ら
、
独
占
だ
け
で
な
く
非
独
占
を
も
含
め
た
す
べ
て
の
資

本
の
利
潤
率
の
平
均
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
国
際
的
商
品
及
び
特
に
資
本
輸
出
入
に
よ
っ
て
モ
デ
ィ
フ
ア
イ
さ
れ
る
平
均
利
潤
率
で
あ

る
。
同
時
に
独
占
は
他
方
で
は
不
均
等
発
展
の
契
機
で
あ
る
不
均
衡
発
展
を
止
揚
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
契
機
は
資
本
主
義

に
本
質
的
な
も
の
で
あ
り
、
恐
慌
は
独
占
の
下
で
決
し
て
除
去
さ
れ
な
い
で
、
単
に
形
態
を
変
化
し
、
不
均
等
発
展
を
っ
よ
め
る
に

す
ぎ
な
い
。

　
切
　
以
上
の
一
国
内
不
均
等
発
展
の
要
因
分
析
は
、
国
際
問
の
不
均
等
発
展
に
つ
い
て
分
析
の
手
が
か
り
１
を
与
え
る
。
尤
も
予
め

　
（
解
決
し
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
ぬ
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
国
々
の
発
展
を
何
を
指
標
と
し
て
測
定
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
発
展
の

指
標
と
し
て
農
業
生
産
が
用
い
ら
れ
る
例
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
殆
ん
ど
例
外
な
し
に
用
い
ら
れ
る
の
は
工
業
生
産
、
と
く
に
重

化
学
工
業
生
産
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
も
そ
の
世
界
市
場
シ
ェ
ァ
の
変
化
、
し
た
が
っ
て
そ
の
坤
加
率
で
あ
る
。
そ
の
暗
黙
の
う
ち

に
前
提
さ
れ
て
い
る
理
論
的
根
拠
は
、
工
業
と
く
に
重
化
学
工
業
が
高
度
な
資
本
蓄
積
を
も
た
ね
ぱ
不
可
能
だ
と
い
う
点
に
あ
る
で

あ
ろ
う
。
わ
た
く
し
は
こ
こ
で
国
民
所
得
、
特
に
資
本
家
所
得
の
成
長
率
を
指
標
と
し
て
と
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一
っ
に
は
い
ま
ま

で
こ
れ
を
不
均
等
発
展
の
指
標
と
し
て
用
い
て
き
た
と
い
う
コ
ソ
シ
ス
テ
ソ
シ
ー
の
立
場
、
あ
り
、
も
う
一
っ
に
は
工
業
化
の
度
合

に
応
じ
所
得
生
産
力
、
し
た
が
っ
て
成
長
率
も
高
ま
る
と
い
う
理
論
的
根
拠
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
所
得
成
長
率
の
一
、
ｎ
さ

が
そ
の
ま
ま
工
業
化
の
度
合
を
示
す
と
い
う
の
で
は
な
い
。

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
七
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
七
九
四
）

　
さ
て
資
本
家
所
得
の
成
長
率
（
以
下
簡
単
に
成
長
率
と
よ
ぶ
）
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
生
産
力
の
伸
び
率
と
独
占
の
度
合
に
よ

っ
て
き
ま
り
、
成
長
率
は
生
産
財
都
門
に
属
す
る
生
産
諸
部
面
の
優
先
的
発
展
に
よ
っ
て
高
ま
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
国
際
的
な

不
均
等
発
展
は
、
独
占
相
互
の
力
の
強
弱
と
生
産
力
の
国
際
的
格
差
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
も
し
も
独
占
の
力
関
係
に
変
化
が
な
い
と
す
れ
は
、
生
産
力
　
　
特
に
輸
出
産
業
の
生
産
力
の
格
差
が
成
長
率
の
高
低
を
き
め
る
。

こ
れ
は
国
際
分
業
の
法
則
が
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
独
占
以
前
の
不
均
等
発
展
の
決
定
的
要
因
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
業
に
お
い

て
農
業
岡
よ
り
も
工
業
国
の
方
が
、
同
じ
工
業
国
で
は
軽
工
業
国
よ
り
も
重
工
業
国
の
方
が
、
一
般
的
に
い
っ
て
消
費
財
産
業
国
よ

り
も
生
産
財
産
業
因
の
方
が
成
長
率
は
ヨ
リ
高
い
で
あ
ろ
う
。

　
生
産
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
輸
出
独
占
の
競
争
力
が
大
き
い
国
ほ
ど
成
長
率
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
独
占
が
資
本
輸
出

を
伴
う
ぼ
あ
い
は
別
し
て
そ
う
で
あ
る
。

　
独
占
は
高
い
生
睦
力
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
前
提
し
は
す
る
が
、
生
産
力
を
ど
こ
ま
で
高
め
う
る
か
は
生
忠
力
を
決
定
す
る
諾
要

因
に
か
か
っ
て
お
り
、
例
え
ぼ
原
料
資
源
の
枯
渇
だ
と
か
需
要
の
変
化
で
あ
る
と
か
、
さ
ら
に
は
新
技
術
の
出
現
に
よ
る
現
有
設
備

の
陳
腐
化
と
か
い
っ
た
、
独
占
の
力
の
将
外
に
あ
る
諾
要
因
の
変
化
に
よ
っ
て
そ
の
力
を
喪
失
す
る
可
能
性
は
っ
ね
に
存
在
す
る
。

そ
の
う
え
独
占
が
白
ら
の
位
置
を
守
る
た
め
に
、
さ
ら
に
高
い
生
産
力
の
出
現
を
抑
圧
す
る
必
要
も
ま
た
っ
ね
に
存
在
す
る
。
生
産

力
の
柵
対
的
な
低
下
が
独
占
の
某
礎
を
堀
り
崩
す
と
き
、
そ
の
国
の
成
長
率
は
低
下
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
基
本
的
経
済
法
則

の
咋
用
の
結
果
で
あ
る
。

＊
木
節
に
閑
尿
あ
る
著
篶
論
文
は
数
多
い
が
、
特
に
因
独
資
に
関
す
る
著
片
と
し
て
は

平
瀬
已
之
吉
『
独
占
流
本
主
義
の
経
済
理
論
』
　
（
一
九
五
九
　
）



白
杉
庄
一
郎
『
独
占
理
論
の
研
究
』
　
（
一
九
六
一
年
）

マ
ル
ク
ス
経
済
学
講
座
第
二
巻
第
四
章

　
　
　
同
　
　
　
　
第
三
巻
第
一
－
五
章

池
上
淳
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』
　
（
昭
四
〇
年
）

等
の
す
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
、

　
な
お
拙
著
『
外
国
貿
易
と
産
業
循
環
』
　
（
一
九
六
一
年
）
特
に
第
二
篇
第
二
章
及
び
拙
稿

則
」
　
（
『
工
業
経
営
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
五
四
年
）
を
参
照
あ
り
た
い
。

「
価
値
、
平
均
利
潤
、

お
よ
び
最
大
限
利
潤
の
諸
法

　
　
　
　
　
　
内
　
不
均
等
発
展
の
法
則
確
立
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
す
び
に
代
え
て

　
↓
　
法
則
が
確
立
さ
れ
る
た
め
に
は
原
因
と
結
果
の
内
的
連
関
が
明
き
ら
か
に
さ
れ
、
事
実
に
お
い
て
定
着
せ
ね
ぼ
な
ら
た
い
。

　
（
追
い
っ
い
た
り
追
い
抜
か
れ
た
り
と
い
っ
た
単
な
る
形
態
の
規
定
だ
げ
で
は
、
不
均
等
発
展
は
ま
だ
法
則
と
し
て
確
立
さ
れ
た
と
は

一
言
ふ
ん
な
い
。

　
戦
後
数
多
い
不
均
等
発
展
に
か
ん
す
る
著
書
や
論
文
の
中
で
、
こ
の
点
に
っ
い
て
比
較
的
は
や
く
問
題
を
提
起
し
た
の
に
林
直
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

教
授
の
論
文
く
資
本
主
義
諸
国
の
不
均
等
発
展
の
法
則
Ｖ
が
あ
る
。
林
氏
は
ま
ず
こ
の
法
則
の
基
本
的
作
用
形
態
で
あ
る
追
い
っ
き

．
追
い
こ
し
が
帝
国
主
義
段
階
で
特
に
テ
ソ
ポ
を
は
や
め
て
い
る
事
実
を
、
主
要
諸
国
の
工
業
生
産
の
発
展
テ
ソ
ポ
を
指
標
と
し
て

確
か
め
、
不
均
等
発
展
の
諾
要
因
の
な
か
で
「
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
技
術
の
契
機
で
あ
ろ
う
」

と
し
、
技
術
進
歩
の
二
つ
の
通
則
　
　
第
一
は
「
つ
く
る
よ
り
習
う
方
が
早
い
」
と
い
う
「
技
術
継
承
の
通
則
」
、
こ
の
通
則
は
お

く
れ
た
国
が
た
ぜ
早
く
追
い
っ
く
か
を
説
明
す
る
、
第
二
は
先
行
企
業
の
新
鋭
設
嚇
が
そ
の
耐
用
期
問
中
に
陳
腐
化
す
る
と
い
う

　
　
　
不
均
等
発
醍
と
不
均
衡
発
艇
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
七
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
七
九
六
）

「
さ
き
に
設
備
投
資
し
た
も
の
が
損
を
す
る
と
い
う
通
則
」
、
こ
れ
は
追
い
つ
い
た
国
が
な
ぜ
追
い
こ
す
か
を
説
明
す
る
　
　
を
あ

げ
る
。
し
か
し
拡
大
再
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
場
合
、
ふ
だ
ん
に
新
技
術
を
採
用
し
う
る
の
は
む
し
ろ
先
進
国
だ
か
ら
、
技
術

進
歩
を
も
っ
て
不
均
等
発
展
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
。
　
「
だ
か
ら
し
て
、
先
へ
進
ん
だ
国
が
し
ぼ
し
ぼ
国
際
競
争
場
裡
で

追
い
っ
か
れ
・
追
い
抜
さ
れ
る
の
は
技
術
的
通
則
そ
れ
じ
た
い
か
ら
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
蓄
積
テ
ソ
ポ
に
お
い
て
劣
り
、

新
式
技
術
を
と
り
い
れ
る
刺
戟
が
き
わ
め
て
弱
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
こ
の
刺
戟
が
弱
い
の
か
？
こ
こ
で
わ
れ
は
、

独
占
資
本
の
本
質
で
あ
る
寄
生
性
と
頽
廃
性
の
問
題
に
い
き
あ
た
る
。
」
　
っ
ま
り
独
占
資
本
に
は
こ
の
二
面
性
が
あ
っ
て
、
国
々
に

よ
っ
て
そ
の
あ
ら
わ
れ
る
面
が
異
な
る
か
ら
不
均
等
発
展
が
生
じ
る
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
林
氏
の
右
の
論
文
は
特
に
不
均
等
発
展
と
技
術
的
進
歩
と
の
関
連
分
析
に
か
ん
し
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
氏
は
不
均
等
発
展
を
国

際
問
の
、
し
か
も
資
本
主
義
国
相
互
間
の
そ
れ
に
限
定
す
る
旨
を
は
じ
め
に
断
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
国
内
の
不
均
等
発
展
が
問
題

に
な
ら
な
い
し
、
杜
会
主
義
国
と
の
あ
い
だ
の
不
均
等
発
展
も
問
題
に
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
ら
を
含
め
て
論
じ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ぼ
、
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
と
そ
の
性
格
の
問
題
、
し
た
が
っ
て
不
均
衡
発
展
の
契
機
は
当
然
と
り
あ
げ

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
尤
も
こ
の
七
年
も
前
に
書
か
れ
た
論
文
に
っ
い
て
、
現
在
の
林
教
授
の
所
論
を
云
々
し
て
い
る
で
は
な
い
こ
と

を
附
言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
こ
れ
よ
り
さ
き
淡
路
憲
治
教
授
は
論
文
く
『
帝
国
主
義
論
」
に
っ
い
て
の
一
考
察
Ｖ
に
お
い
て
、
同
じ
国
際
的
不
均
等
発
展
の
問

題
を
扱
い
な
が
ら
違
っ
た
ア
ブ
ロ
ー
チ
を
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
帝
国
主
義
論
』
で
は
『
資
本
論
』
の
方
法
が
忠
実
に
継
承

さ
れ
、
　
「
白
由
競
争
」
１
生
産
と
資
本
の
集
積
－
独
占
の
形
成
、
そ
の
上
で
の
金
融
資
本
の
成
立
」
と
い
う
論
理
展
開
が
行
な
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
論
理
を
貫
げ
ぼ
「
金
融
資
本
・
金
融
寡
頭
制
の
成
立
は
、
世
界
史
的
に
み
て
、
む
し
ろ
、
純
粋
の
資
本
主
義
の
成



立
・
発
展
に
も
っ
と
も
近
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
こ
そ
、
他
の
国
々
に
先
き
が
け
て
典
型
的
に
み
ら
れ
て
い
い
は
ず
」
だ
の
に
、

な
ぜ
「
実
際
に
ー
は
レ
ー
ニ
ソ
も
強
調
す
る
ご
と
く
、
後
進
国
の
ド
ィ
ッ
と
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
が
”
資
本
主
義
的
独
占
の
普
及
の
程
度

で
は
先
進
的
な
資
本
主
義
国
〃
で
あ
っ
た
」
の
か
を
問
題
と
す
る
宇
野
教
授
の
見
解
を
批
判
す
る
。
宇
野
教
授
は
こ
の
問
題
は
原
理

論
の
そ
れ
で
は
な
く
段
階
論
の
問
題
だ
と
す
る
が
、
そ
の
ぼ
あ
い
ド
ィ
ツ
金
融
資
本
の
成
立
は
、
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
機
械
設

備
の
輸
入
の
必
要
か
ら
資
金
調
達
機
関
た
る
銀
行
が
強
大
と
な
り
産
業
資
本
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
、
　
「
内
的
根
拠

に
よ
る
経
済
の
発
展
で
は
な
く
、
む
し
ろ
外
的
条
件
か
ら
直
線
的
に
、
後
進
国
の
経
済
発
展
の
論
理
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
承
服
し
が
た
い
」
と
い
う
の
が
、
淡
路
氏
の
宇
野
批
判
の
立
場
で
あ
る
。

　
こ
の
立
場
に
立
っ
て
淡
路
氏
は
次
の
よ
う
に
議
論
を
運
ぶ
。
　
　
レ
ー
ニ
ソ
が
不
均
等
発
展
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
～
国
内
の

も
の
・
そ
れ
は
さ
ら
に
回
農
工
問
の
、
ま
た
生
産
と
消
費
と
の
あ
い
だ
の
不
均
等
発
展
、
向
企
業
問
、
産
業
部
門
問
の
不
均
等
発
展
、

岬
国
際
問
の
不
均
等
発
展
、
大
き
く
い
っ
て
こ
の
二
っ
の
部
類
で
あ
る
。

　
ま
ず
回
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
こ
の
不
均
等
発
展
は
資
本
主
義
ｏ
基
本
的
矛
盾
に
根
ざ
し
て
お
り
、
追
っ
っ
い
た
り
追
い
抜
か
れ
た

り
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
閉
題
に
な
ら
な
い
。

　
っ
ぎ
に
岬
の
企
業
問
の
不
均
等
発
展
は
同
一
産
業
部
門
内
で
の
企
業
規
模
格
差
の
拡
大
の
意
味
で
あ
っ
て
、
そ
の
過
租
に
お
け
る

信
用
や
株
式
制
度
の
役
割
に
つ
い
て
の
基
礎
的
叙
述
は
『
資
本
論
』
の
う
ち
に
既
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
　
「
帝
国
主
義
論
』
の
序

述
の
順
は
忠
実
に
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
何
の
産
業
部
門
閉
の
不
均
等
発
展
は
、
同
一
産
業
郁
門
内
の
企
業
閉
で
は
「
新
た
な
企
業

が
先
行
の
企
業
を
〃
追
い
こ
す
”
意
味
で
の
不
均
等
発
展
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
っ
た
」
の
に
反
し
、
新
産
業
が
旧
産
業
を
迫
い
こ
す

と
い
う
形
で
二
国
内
に
お
い
て
も
不
可
避
で
あ
る
が
、
国
際
問
に
お
い
て
は
さ
ら
に
幾
倍
も
激
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
七
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
七
九
八
）

が
結
局
、
国
際
問
の
経
済
の
不
均
等
発
展
〔
岬
の
そ
れ
〕
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
あ
る
。
」
こ
う
し
て
淡
路
氏
は
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
で

は
重
工
業
が
白
生
的
に
発
展
し
株
式
制
度
の
利
用
が
お
く
れ
た
の
に
対
し
、
後
進
ド
イ
ツ
で
は
、
　
「
先
進
国
で
の
集
積
の
結
果
を
、

発
達
し
た
機
械
設
傭
の
移
入
と
い
う
形
で
移
し
う
え
、
そ
の
上
に
〔
『
帝
国
主
義
論
』
の
〕
第
二
章
”
新
し
い
銀
行
の
役
割
〃
が
は

た
さ
れ
、
そ
こ
に
金
融
資
本
の
成
立
が
み
ら
れ
た
」
と
解
す
る
。
　
こ
の
理
解
に
立
て
ぼ
『
帝
国
主
義
論
」
の
論
理
は
い
さ
さ
か
も

『
資
本
論
」
の
そ
れ
と
矛
盾
し
な
い
で
は
な
い
か
、
こ
れ
が
淡
路
氏
の
不
均
等
発
展
に
１
か
ん
す
る
宇
野
批
判
で
あ
る
。

　
淡
路
論
文
の
主
目
的
は
宇
野
批
判
に
あ
り
、
さ
き
の
林
論
文
と
は
重
点
の
置
き
方
も
自
ら
異
っ
て
い
る
。
淡
路
氏
は
ド
ィ
ツ
金
融

資
本
の
成
立
期
の
不
均
等
発
展
を
問
題
に
し
、
林
氏
は
成
立
後
の
、
そ
れ
も
全
般
的
危
機
の
第
二
段
階
に
お
け
る
不
均
等
発
展
を
問

題
に
し
て
い
る
。
林
氏
が
独
占
の
二
面
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
淡
路
氏
は
そ
の
進
歩
性
の
一
面
し
か
持
摘
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
独
占
の
二
面
性
が
分
化
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
国
際
不
均
等
発
展
の
原
因
が
あ
る
と
す
れ
ぼ
、
ド
ィ

ツ
金
融
資
本
の
成
立
を
、
ド
ィ
ツ
独
占
の
積
極
的
な
側
面
で
と
ら
え
る
こ
と
は
決
し
て
欠
陥
に
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
よ

り
も
同
題
は
、
不
均
等
発
展
向
の
企
業
閉
の
そ
れ
に
か
ん
す
る
と
ら
え
方
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
企
業
は
資
本
制
生
産
の
担
い
手

で
あ
り
、
企
業
閉
の
不
均
等
発
展
を
考
え
な
い
で
は
産
業
都
門
内
の
不
均
等
発
展
も
、
国
際
閉
の
そ
れ
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
す
べ
て
の
経
済
的
不
均
等
発
展
を
企
業
単
位
に
分
解
し
て
し
ま
え
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
反
対
に
企
業
閉
の
不
均

等
売
贋
を
規
制
す
る
経
済
法
川
は
何
か
、
そ
の
把
握
か
ら
産
業
部
門
問
お
よ
び
国
際
問
の
不
均
等
発
展
の
み
で
な
く
、
農
工
閉
の
そ

れ
に
至
る
ま
で
、
一
切
の
不
均
等
発
展
が
統
一
的
に
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
）
　
二
　
不
均
等
禿
腿
の
法
則
が
「
資
本
主
義
の
無
条
件
的
な
法
則
」
と
し
て
レ
ー
ニ
ソ
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
ら
い
、
こ
の
法
則

　
（
が
恐
慌
と
帝
国
主
茨
職
争
の
不
可
避
性
お
よ
び
一
国
杜
会
主
義
革
命
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か



し
こ
の
法
則
は
経
済
だ
け
で
な
く
政
治
に
も
わ
た
る
適
用
範
囲
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
以
外
に
、
法
則
の
理
論
的
内
容
に
か
ん
し
て

必
ら
ず
し
も
解
釈
の
一
致
が
あ
る
わ
げ
で
は
な
い
。
経
済
的
不
均
等
発
展
に
か
ん
し
て
特
に
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
不
在
等
発
展
の

指
標
と
し
て
何
を
と
る
べ
き
か
一
様
で
な
い
こ
と
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
法
則
を
適
用
す
る

ぼ
あ
い
、
ど
ん
な
意
味
に
法
則
を
理
解
し
て
い
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
約
束
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
議
論
の
実
り
に
乏
し
い
こ
と
を
意

ポ
す
る
・
私
の
考
え
で
は
・
経
済
的
不
均
等
発
展
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
さ
き
に
淡
路
氏
が
要
約
し
た
国
内
的
な
も
の
と
国
際
的
な

も
の
と
、
両
方
を
包
括
す
る
不
均
等
発
展
の
概
念
が
規
定
さ
れ
ね
ぼ
た
ら
な
い
。
各
々
の
企
業
が
互
に
抜
き
っ
抜
か
れ
っ
し
な
が
ら
、

各
生
産
諾
部
面
が
因
内
需
要
の
大
い
さ
と
パ
タ
ー
ソ
に
不
相
応
に
拡
大
し
輸
出
市
場
を
求
め
る
、
世
界
市
場
で
は
追
っ
り
い
た
り
追

い
抜
か
れ
た
り
す
る
各
国
（
企
業
）
の
問
の
競
争
が
生
じ
る
、
し
か
も
か
よ
う
な
競
争
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
生
産
財
部
門
が
消
費

財
部
門
よ
り
急
速
に
発
展
す
る
と
い
う
大
枠
に
よ
っ
て
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
経
済
的
不
均
等
発
展
の
全
貌
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
こ
の
発
展
の
方
向
と
速
度
を
規
定
す
る
も
の
は
何
か
。
資
本
主
義
諸
国
の
不
均
等
発
展
が
問
題
と
な
る
か
ぎ
り
、
と
り
わ
け
独
占

段
階
の
そ
れ
が
同
題
と
な
る
か
ぎ
り
、
不
均
等
発
展
の
方
向
と
速
度
規
定
す
る
の
は
、
価
値
法
則
を
某
礎
と
し
平
均
利
潤
の
法
則
を

通
過
し
て
成
立
し
た
独
占
利
澗
の
法
則
と
云
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
の
法
則
の
担
い
手
凧
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
経
済
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
基
本
的
経
済
法
則
が
国
々
の
再
生
産
の
規
枚
と
パ
タ
ー
ソ
を
決
定
す
る
過
秤
が
、
そ
の
ま
ま
賓
本
主
義
世
界

市
場
の
再
生
産
を
決
定
す
る
過
秋
で
あ
り
、
不
均
等
発
展
は
か
よ
う
な
再
生
産
の
形
態
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
同
の

不
均
等
禿
展
の
ほ
か
に
国
際
的
な
不
均
等
光
展
が
あ
る
わ
げ
で
は
な
い
。
不
均
等
発
展
論
が
単
な
る
形
態
論
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

ま
ず
一
国
不
均
等
震
の
ポ
み
而
き
ら
か
に
す
香
一
と
が
、
法
則
確
立
の
た
め
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
二
榊

分
割
を
用
い
る
こ
と
は
、
或
は
行
き
す
ぎ
た
単
純
化
で
あ
る
か
も
し
れ
た
い
が
、
不
均
等
免
展
の
指
標
と
し
て
展
々
あ
げ
ら
れ
る
の

　
　
　
不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
映
（
二
）
（
建
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
八
九
九
）

■



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
八
○
○
）

は
、
土
業
化
の
な
か
で
も
重
工
業
化
の
テ
ソ
ポ
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ぼ
、
あ
な
が
ち
不
適
当
た
単
純
化
で
も
あ
る
ま
い
。
本
稿
の
は

じ
め
に
近
代
経
済
学
の
バ
ラ
ソ
ス
対
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
成
長
論
を
と
り
あ
げ
た
の
も
、
ひ
と
つ
に
は
そ
れ
が
二
部
門
分
割
を
採
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

い
て
、
不
均
等
発
展
論
と
同
じ
土
俵
に
登
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
単
純
な
抽
象
的
な
二
部
門
分
割
の
分
析
か
ら
も
っ

と
具
体
的
で
多
角
的
な
分
析
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に
す
す
ん
で
い
く
か
は
別
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
林
直
道
「
資
本
主
義
諸
国
の
不
均
等
発
展
の
法
則
」
　
（
経
済
評
論
、
一
九
五
九
年
十
一
月
号
）

　
　
（
２
）
　
淡
路
憲
治
「
『
帝
国
主
義
論
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
－
不
均
等
発
展
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
１
」
　
（
富
大
経
済
論
集
、
昭
三
八
）

　
　
（
３
）
　
有
賀
定
彦
「
資
本
主
義
諸
国
問
に
お
け
る
不
均
等
発
展
の
法
則
に
っ
い
て
」
　
（
此
界
経
涛
評
論
、
一
九
六
四
年
九
月
号
）
五
〇
べ
ー
ジ


